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『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る

「
心
」
の
構
造
に
つ
い
て
―
（
二
）
―

齋
　
藤
　
俊
　
哉

第
二
章
　
衆
生
（
有
情
）
と
「
心
」

第
一
節
　
衆
生
（
有
情
）

一
、『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
「
衆
生
」
等
の
語
の
使
用
に
つ
い
て

道
元
禅
師
の
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
い
て
、
存
在
者
の
う
ち
「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
」
の
表
現
が
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
「
衆
生
」
と

し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
道
元
禅
師
は
「
衆
生
」
の
言
葉
の
み
を
使
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
佛
性
」
巻
に
、

「
あ
る
い
は
衆
生
と
い
ひ
、
有
情
と
い
ひ
、
群
生
と
い
ひ
、
群
類
と
い
ふ
。
悉
有
の
言
は
、
衆
生
な
り
、
群
有
也
。
す
な
は
ち
悉

有
の
一
悉
は
佛
性
な
り
、
悉
有
の
一
悉
を
衆
生
と
い
ふ
。」

（
1
）

駒
澤
大
学
苫
小
牧
短
期
大
学
紀
要
　
第
三
十
一
号
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衆
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界
内
存
在
、
行
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の
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煩
悩
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と
い
う
一
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
衆
生
」
の
み
で
は
な
く
「
有
情
」「
群
生
」「
群
類
」
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
あ
え
て
「
衆
生
」
の

語
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、「
衆
生
」
の
語
は
玄
奘
以
前
の
旧
訳
で
あ
り
、
玄
奘
以
後
は
「
有
情
」
の
語
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
道
元
禅
師
が
な

ぜ
こ
の
「
衆
生
」
の
語
を
中
心
と
し
て
記
述
し
た
の
か
は
不
明
確
な
点
が
多
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
私
は
、『
正
法
眼
蔵
』
の
記
述
に

最
も
深
く
関
わ
っ
た
基
本
的
な
経
典
の
一
つ
が
『
法
華
経
』
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
影
響
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
こ
に
、『
正
法
眼
蔵
』
が
単
な
る
「
法
華
経
」
の
解
釈
本
で
は
な
い
か
と
い
う
、
批
判
的
な
説
が
あ
る
根
拠
と
も
な
っ
て
い
る

こ
と
は
、
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、『
正
法
眼
蔵
』
を
思
想
的
に
繰
り
返
し
て
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
く
僅
少
で
は
あ
る

が
批
判
的
な
説
が
妥
当
す
る
と
受
け
と
め
ら
れ
る
面
が
あ
り
、
一
方
ほ
と
ん
ど
は
道
元
禅
師
の
独
創
的
な
思
想
展
開
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
容
易
に
理
解
で
き
る
こ
と
も
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
小
論
を
展
開
す
る
前
に
、「
衆
生
」「
有
情
」「
群
生
」「
群
類
」
が
、『
正
法
眼
蔵
』
の
中
で
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て

い
る
か
を
、
最
初
に
見
て
お
き
た
い
。

「
衆
生
」
は
、
生
存
す
る
も
の
・
命
あ
る
も
の
・
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
も
の
・
生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
特
に
、
人
間
・
人
々
・

世
間
の
多
く
の
人
び
と
、
ま
た
大
乗
仏
教
で
は
尊
敬
す
べ
き
人
び
と
を
指
し
て
お
り
、
佛
陀
と
な
り
う
る
要
素
・
本
質
と
し
て
用
い
る

場
合
が
多
い
こ
と
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。

（
2
）

こ
の
「
衆
生
」
の
派
生
語
を
ふ
く
ま
ず
「
衆
生
」
の
語
に
限
っ
て
見
る
と
、『
正
法
眼
蔵
』

中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
現
成
公
案
」「
佛
性
」「
即
心
是
佛
」「
行
佛
威
儀
」「
大
悟
」「
空
華
」「
行
持
下
」「
有
時
」「
授
記
」

「
谿
聲
山
色
」「
佛
向
上
事
」「
夢
中
説
夢
」「
禮
拜
得
髓
」「
諸
惡
莫
作
」「
傳
衣
」「
佛
教
」「
春
秋
」「「
春
秋
」「
三
界
唯
心
」「
無
情
説

法
」「
佛
經
」「
法
性
」「
洗
面
」「
洗
浄
」「
見
佛
」「
菩
提
分
法
」「
發
無
上
心
」「
優
曇
華
」「
如
來
全
身
」「
三
昧
王
三
昧
」「
轉
法
輪
」

「
出
家
」「
出
家
功
徳
」「
袈
裟
功
徳
」「
發
菩
提
心
」「
供
養
諸
佛
」「
歸
依
佛
法
僧
寳
」「
深
信
因
果
」「
三
時
業
」「
四
馬
」「
四
禅
比
丘
」

齋
藤
俊
哉
　
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
「
心
」
の
構
造
に
つ
い
て
―
（
二
）
―
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「
一
百
八
法
明
門
」「
八
大
人
覺
」「
菩
提
薩

四
攝
法
」「
法
華
轉
法
華
」
の
四
十
三
巻
で
あ
る
か
ら
、『
正
法
眼
蔵
』
の
す
べ
て
の
巻

で
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
い
な
い
。

「
有
情
」
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
衆
生
」
の
玄
奘
以
後
の
新
訳
で
、
現
在
は
「
有
情
」
の
語
が
一
般
的
で
あ
る
あ
る
こ
と
い
う
ま
で

な
く
、
特
に
感
情
や
意
識
を
有
す
る
も
の
で
、
情
は
心
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
。

（
3
）

こ
の
語
は
、
無
感
覚
な
山
河
を
非
情
と
か
無
情
と

い
う
の
に
対
す
る
語
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
『
正
法
眼
蔵
』
の
解
釈
を
困
難
に
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
日
の
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

こ
の
「
有
情
」
の
語
を
使
用
し
て
い
る
巻
は
数
多
く
な
く
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」「
佛
性
」「
古
佛
心
」「
谿
聲
山
色
」「
山
水
經
」

「
傳
衣
」「
諸
法
實
相
」「
密
語
」「
無
情
説
法
」「
十
方
」「
出
家
」「
出
家
功
徳
」
の
十
二
巻
で
あ
る
。

「
群
生
」
も
「
衆
生
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
が
、「
佛
性
」「
袈
裟
功
徳
」「
辧
道
話
」
の
三
巻
で
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、「
群
類
」
も
「
衆
生
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
が
、「
群
生
」
も
「
群
類
」
も
「
世
の
中
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
。

（
4
）

「
群
生
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
巻
は
、「
佛
性
」「
袈
裟
功
徳
」「
辧
道
話
」
の
三
巻
で
あ
り
、「
群
類
」
に
い
た
っ
て
は

「
佛
性
」「
辧
道
話
」
の
僅
か
に
二
巻
で
あ
る
。

こ
の
四
語
の
中
で
、
重
複
さ
れ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
巻
は
、「
佛
性
」
の
み
で
あ
る
。「
群
生
」「
群
類
」
は
全
巻
の
中
で
、
僅
か
に

五
箇
所
の
み
で
あ
る
か
ら
、『
正
法
眼
蔵
』
の
中
で
、
道
元
禅
師
が
人
間
の
本
性
を
ど
の
よ
う
捉
え
よ
う
し
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る

た
め
に
は
、
特
に
「
衆
生
」「
有
情
」
に
対
す
る
記
述
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、「
人
間
」「
人
」

「
ひ
と
」
な
ど
の
語
が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
も
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
、
衆
生
の

と
く
に
一
般
的
・
日
常
的
な
面
、
す
な
わ
ち
人
間
の
心
を
捉
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

駒
澤
大
学
苫
小
牧
短
期
大
学
紀
要
　
第
三
十
一
号
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二
、
衆
生
（
有
情
）

道
元
禅
師
は
、
衆
生
に
つ
い
て
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
自
己
を
は
こ
び
て
萬
法
を
修
證
す
る
を
迷
と
す
、
萬
法
す
す
み
て
自
己
を
修
證
す
る
は
さ
と
り
な
り
。
迷
を
大
悟
す
る
は
諸
佛
な
り
、
悟
に
大
迷
な

る
は
衆
生
な
り
」（
現
成
公
案
）

（
5
）

「
大
悟
は
作
佛
の
ご
と
し
、
卻
迷
は
衆
生
の
ご
と
し
。」（
大
悟
）

（
6
）

「
諸
佛
は
い
か
な
る
べ
し
と
學
せ
ず
、
い
た
づ
ら
に
辛
苦
す
る
に
相
似
せ
り
と
い
へ
ど
も
、
さ
ら
に
受
苦
の
衆
生
に
し
て
、
行
佛
道
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。」

（
諸
惡
莫
作
）

（
7
）

「
善
衆
生
は
善
な
り
、
惡
衆
生
は
惡
な
り
。
法
界
の
い
く
三
界
も
、
衆
生
の
種
品
お
な
じ
か
ら
ず
。」（
佛
經
）

（
8
）

「
衆
生
は
自
に
あ
ら
ず
、
衆
生
は
他
に
あ
ら
ず
。
更
有
苦
衆
生
、
つ
ひ
に
瞞
他
不
得
な
り
。
甜
瓜
徹
蔕
甜
、
苦
匏
連
根
苦
な
り
と
い
へ
ど
も
、
苦
こ
れ

た
や
す
く
摸
索
著
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。」（
三
十
七
品
菩
提
分
法
）

（
9
）

「
衆
生
い
た
づ
ら
に
所
逼
を
お
そ
れ
て
、
山
神
・
鬼
神
等
に
歸
依
し
、
あ
る
い
は
外
道
の
制
多
に
歸
依
す
る
こ
と
な
か
れ
。
か
れ
は
そ
の
歸
依
に
よ
り

て
衆
苦
を
解
脱
す
る
こ
と
な
し
。」（
歸
依
佛
法
僧
寳
）

（
10
）

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
道
元
禅
師
の
考
え
て
い
た
「
衆
生
」
は
、
次
の
四
点
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
は
、
佛
道
の
悟
り
に
つ
い
て
迷
い
を
も
っ
て
い
る
者
、
も
し
く
は
佛
道
を
知
ら
な
い
者
で
あ
る
。

第
二
は
、
迷
い
の
世
界
か
ら
脱
却
で
き
な
い
者
で
あ
る
。

こ
の
二
点
に
つ
い
て
、
善
衆
生
と
悪
衆
生
を
対
立
さ
せ
、「
衆
生
の
種
品
お
な
じ
か
ら
ず
」
と
衆
生
に
も
多
様
な
衆
生
が
存
在
す
る

こ
と
を
否
定
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
現
代
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
面
で
平
等
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
社
会
的
な
風
潮
の

な
か
で
は
、
衆
生
に
つ
い
て
差
別
的
な
考
え
方
を
し
て
い
た
と
捉
え
ら
れ
る
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
衆
生
を
人
間
そ
の
他
の
動
植
物
を

齋
藤
俊
哉
　
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
「
心
」
の
構
造
に
つ
い
て
―
（
二
）
―
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含
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
は
平
等
で
は
な
く
、
す
べ
て
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
そ
の
個
性
を
挙
げ
て

い
く
と
そ
こ
に
差
異
を
認
め
る
き
わ
め
て
西
欧
的
な
思
考
を
し
て
い
た
と
捉
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
は
、
衆
生
と
は
、
他
人
で
は
な
く
自
分
自
身
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
佛
道
は
、
他
か
ら
強
要
す
る
よ
う
な
他
律
的
な
も
の
で

は
な
く
、
自
律
的
な
人
間
性
の
形
成
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
衆
生
の
自
律
性
を
考
え
て
い
た
。

第
四
は
、
道
元
禅
師
が
『
正
法
眼
蔵
』
の
中
で
使
用
し
て
い
る
「
衆
生
」
の
語
は
、
す
べ
て
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
と
し
て
の
使

用
は
少
な
く
、
人
間
と
し
て
使
用
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。

衆
生
は
、
自
律
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
一
般
的
・
日
常
的
な
世
界
に
お
け
る
迷
い
も
個
々
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る

苦
も
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
が
、
逆
に
山
神
・
鬼
神
や
外
道
等
に
よ
る
他
律
的
な
人
生
を
求
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
、「
衆
生
（
有
情
）
界
内
存
在
」
と
し
て
の
衆
生
（
有
情
）

衆
生
が
一
般
的
・
日
常
的
に
生
き
て
い
る
の
が
、
衆
生
界
で
あ
る
。
衆
生
界
は
、
十
界
か
ら
佛
界
を
除
い
た
九
界
の
総
称
で
あ
る
が
、

そ
の
中
の
佛
界
・
菩
薩
界
・
縁
覺
界
・
聲
聞
界
は
四
聖
と
呼
ば
れ
、
天
上
界
・
人
間
界
・
阿
修
羅
界
・
畜
生
界
・
餓
鬼
界
・
地
獄
界
を

六
凡
と
称
し
て
い
る
が
、
し
か
し
『
正
法
眼
蔵
』
の
中
で
は
、
佛
界
に
対
す
る
人
間
の
世
界
を
指
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

「
佛
界
・
衆
生
界
、
そ
れ
有
邊
無
邊
に
あ
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
」（
袈
裟
功
徳
）

（
11
）

「
衆
生
界
は
有
邊
無
邊
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
先
度
一
切
衆
生
の
心
を
お
こ
す
な
り
。」（
發
菩
提
心
）

（
12
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
衆
生
は
佛
果
の
原
因
と
し
て
の
佛
性
（
如
来
蔵
）
を
有
す
る
か
ら
と
、
考
え
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

駒
澤
大
学
苫
小
牧
短
期
大
学
紀
要
　
第
三
十
一
号
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し
か
し
、
衆
生
界
を
六
凡
の
世
界
と
解
す
る
と
い
わ
ゆ
る
三
界
の
中
の
欲
界
に
あ
た
り
、
衆
生
が
い
か
に
佛
性
を
有
し
よ
う
と
、
佛

性
の
有
無
を
い
ま
だ
感
得
し
て
い
な
い
衆
生
に
と
っ
て
、
世
界
は
一
般
的
・
日
常
的
な
生
活
の
場
で
し
か
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
衆
生
界

は
一
般
的
・
日
常
的
な
人
間
の
迷
い
と
苦
の
世
界
で
あ
る
か
ら
、
過
去
の
行
為
に
よ
っ
て
現
在
が
精
神
的
・
肉
体
的
に
苦
の
状
態
に
あ

る
と
感
じ
る
地
獄
の
世
界
、
絶
え
間
な
く
欲
望
に
苦
し
む
餓
鬼
の
世
界
、
他
の
人
々
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
蔑
ま
れ
自
律
で
き
な
い
と
感

じ
る
畜
生
の
世
界
、
他
人
と
の
争
い
に
に
絶
え
ず
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
阿
修
羅
の
世
界
、
欲
望
や
楽
な
精
神
状
態
を
求
め
て
常

に
天
上
の
世
界
を
夢
見
て
い
る
世
界
等
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
単
独
の
世
界
と
し
て
衆
生
の
の
心
を
責

め
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
衆
生
の
心
の
苦
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
世
界
で
あ
る
。

衆
生
す
な
わ
ち
人
間
は
、
自
ら
の
過
去
の
行
為
と
そ
の
結
果
を
反
省
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
未
来
の
生
き
方
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と

な
く
、
常
に
こ
の
よ
う
に
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
苦
の
世
界
か
ら
簡
単
に
脱
出
す
る
こ
と
だ
け
を
考
え
て
、
悶
え
苦
し
み
な
が
ら
生
き
な

が
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
状
況
の
下
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
苦
の
世
界
は
、
個
々
人
に
と
っ
て
同
一
も
の
で

は
な
く
、
個
々
人
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
異
な
る
苦
の
世
界
で
あ
る
。「
一
切
衆
生
、
そ
の
業
道
依
正
ひ
と
つ
に
あ
ら
ず
、
そ
の
見
ま
ち

ま
ち
な
り
。」（
佛
性
）

（
13
）

で
あ
る
か
ら
、
私
は
衆
生
の
こ
の
よ
う
な
状
況
を
、「
衆
生
（
有
情
）
界
内
存
在
と
し
て
の
衆
生
（
有
情
）」
と

称
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
14
）

こ
の
「
衆
生
（
有
情
）
界
内
存
在
と
し
て
の
衆
生
（
有
情
）」
は
、
表
面
的
な
道
具
な
ど
に
よ
っ
て
迷
い
を
増
幅
さ
れ
る
よ
う
な
存

在
で
は
な
く
、
衆
生
自
身
の
内
面
的
な
「
心
の
世
界
」
が
そ
の
存
在
の
在
り
方
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
衆
生
・
人

間
（
人
・
ひ
と
）
の
心
の
状
況
を
出
来
得
る
か
ぎ
り
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

道
元
禅
師
は
、

「
過
去
生
已
滅
、
未
來
生
未
至
、
現
在
生
無
住
と
ら
い
ふ
。
過
去
か
な
ら
ず
し
も
已
滅
に
あ
ら
ず
、
未
來
か
な
ら
ず
し
も
未
至
に
あ
ら
ず
、
現
在
か
な
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ら
ず
し
も
無
住
に
あ
ら
ず
。
無
住
・
未
至
・
已
滅
等
を
過
未
現
と
學
す
と
い
ふ
と
も
、
未
至
の
す
な
は
ち
過
現
未
な
る
道
理
、
か
な
ら
ず
道
取
す
べ
し
。」

（
授
記
）

（
15
）

と
述
べ
て
い
る
の
は
、
別
な
意
味
で
こ
の
衆
生
界
の
状
況
を
言
い
表
わ
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
12
）

そ
れ
ゆ
え
、
自
分
の
心

を
形
成
す
る
世
界
が
、
過
去
は
必
ず
し
も
滅
し
た
も
の
で
は
な
く
、
未
来
は
必
ず
し
も
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
現
在
は
必

ず
し
も
と
ど
ま
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
衆
生
（
有
情
）
界
内
存
在
と
し
て

の
衆
生
（
有
情
）」
で
あ
る
自
分
に
気
付
く
に
至
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
の
が
現
実
の
衆
生
の
姿
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
一
切
衆
生
で
あ

り
、
諸
衆
生
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
で
あ
る
か
ら
「
無
衆
生
と
い
わ
ず
、
有
衆
生
」
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
未

来
の
佛
と
な
る
で
あ
ろ
う
佛
性
を
有
す
る
衆
生
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

道
元
禅
師
は
、
こ
の
よ
う
な
衆
生
界
に
生
き
る
衆
生
に
つ
い
て
対
立
的
な
捉
え
方
を
し
て
い
る
。

「
異
域
の
衆
生
、
か
な
ら
ず
し
も
僧
種
に
た
へ
ず
。
善
衆
生
は
善
な
り
、
惡
衆
生
は
惡
な
り
。
法
界
の
い
く
三
界
も
、
衆
生
の
種
品
お
な
じ
か
る
べ
き

な
り
。」（
佛
經
）

（
16
）

「
有
心
衆
生
あ
り
、
無
心
衆
生
あ
り
。
有
心
吾
子
あ
り
、
無
心
吾
子
あ
り
。
か
く
の
ご
と
く
吾
子
・
子
吾
、
こ
と
ご
と
く
釋
迦
慈
父
の
令
嗣
な
り
。」

（
三
界
唯
心
）

（
17
）

「
將
謂
衆
生
苦
、
更
有
苦
衆
生
な
り
。
衆
生
は
自
に
あ
ら
ず
、
衆
生
は
他
に
あ
ら
ず
。
更
有
苦
衆
生
、
つ
ひ
に
瞞
他
不
得
な
り
。
甜
瓜
徹
蔕
甜
、
苦
匏

連
根
苦
な
り
と
い
へ
ど
も
、
苦
こ
れ
た
や
す
く
摸
索
著
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。
自
己
に
問
著
す
べ
し
、
作
麼
生
是
苦
。」（
三
十
七
品
菩
提
分
法
）

（
18
）

衆
生
（
有
情
）
界
に
あ
っ
て
も
、
衆
生
の
種
類
は
同
じ
で
は
な
く
、
悪
衆
生
と
善
衆
生
が
存
在
す
る
と
し
て
、
悪
衆
生
は
悪
で
あ
り
、

善
衆
生
は
善
で
あ
る
と
す
ら
言
い
切
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
云
わ
れ
て
い
る
悪
衆
生
と
は
、
端
的
に
云
っ
て
悪
人
で
あ
る
。
悪
人
と
は
、

仏
道
に
反
し
、
道
徳
的
な
行
為
に
反
し
、
自
他
に
苦
と
害
を
与
え
る
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
善
衆
生
は
、
佛
道
に
順
じ
道
徳
的
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に
か
な
っ
た
生
き
方
を
行
い
、
自
他
を
益
す
る
存
在
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
悪
衆
生
と
善
衆
生
の
対
立
は
、
衆
生
界
に
お
い
て
は
勿
論
、

佛
道
に
対
す
る
受
け
と
め
方
、
修
行
上
の
問
題
に
し
て
も
対
立
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
対
立
は
、
悪
衆
生
と
善
衆
生
が
対
立
を

超
え
て
一
体
化
さ
れ
分
化
し
て
進
歩
発
展
す
る
よ
う
な
弁
証
法
的
な
対
立
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
が
一
方
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
わ
な
け

れ
ば
終
わ
ら
な
い
闘
争
の
世
界
へ
と
突
入
す
る
危
険
す
ら
は
ら
ん
だ
様
相
を
呈
す
る
も
の
と
な
る
に
違
い
な
い
。
そ
こ
に
、「
心
と
は

何
か
」
と
い
う
と
い
う
心
の
問
題
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
苦
衆
生
と
衆
生
苦
の
問
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
苦
衆
生
は
、
身
心
の
状
態
に
悩
ま
さ
れ
て
不
安
な
日
常
の
生
活
を
お

く
っ
て
い
る
衆
生
で
あ
る
。
衆
生
苦
は
、
自
分
に
と
っ
て
す
べ
て
が
苦
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
一
切
皆
苦
の
状
態
で
日
常
生
活
を
お
く
っ

て
い
る
衆
生
で
あ
る
。
苦
衆
生
も
衆
生
苦
も
、
一
見
同
一
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
の
苦
は
、
個
々
の
衆
生

の
感
受
性
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

「
觀
受
是
苦
と
い
ふ
は
、
苦
こ
れ
受
な
り
。
自
受
に
あ
ら
ず
、
他
受
に
あ
ら
ず
。
有
受
に
あ
ら
ず
、
無
受
に
あ
ら
ず
。
生
身
受
な
り
、
生
身
苦
な
り
。」

（
三
十
七
品
菩
提
分
法
）

（
19
）

で
あ
る
か
ら
、
自
分
自
身
で
受
け
よ
う
と
し
て
受
け
る
も
の
で
も
な
く
、
他
人
か
ら
受
け
た
り
他
人
か
ら
受
け
る
も
の
で
も
な
い
。
こ

の
苦
は
、
本
来
的
に
受
け
る
も
の
で
も
な
く
、
そ
う
か
と
い
っ
て
本
来
的
に
無
い
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
衆
生
が
日
常
的
に
衆
生

（
有
情
）
界
で
生
き
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
衆
生
が
日
常
的
に
衆
生
（
有
情
）
界
で
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
個
々

の
衆
生
は
自
分
と
他
人
と
い
う
衆
生
の
間
で
生
き
て
い
る
た
め
、
他
人
に
対
し
て
無
関
心
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
、
衆

生
（
有
情
）
界
が
迷
の
世
界
で
あ
る
た
め
、
苦
し
め
る
衆
生
が
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
衆
生
の
中
で
必
然
的
に

生
き
る
衆
生
に
と
っ
て
は
、
苦
を
受
け
て
い
る
と
観
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
と
云
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
「
衆
生
（
有
情
）
界
内
存
在
と

し
て
の
衆
生
（
有
情
）」
の
本
来
的
な
実
態
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。
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有
心
衆
生
と
無
心
衆
生
と
い
う
対
立
的
な
捉
え
方
を
道
元
禅
師
が
さ
れ
て
い
る
の
も
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
有
心
衆
生
と
無
心
衆
生
と
い
う
対
立
的
な
捉
え
方
は
、
有
心
衆
生
が
精
神
的
作
用
を
備
え
て
い
る
も
の
す
な
わ
ち
有
情
、
無
心

衆
生
を
精
神
作
用
の
ま
っ
た
く
な
い
も
の
す
な
わ
ち
金
石
・
土
木
な
ど
の
よ
う
な
無
情
と
し
て
、
両
者
が
世
界
を
形
成
す
る
対
立
的
な

弁
証
法
的
な
在
り
方
と
し
て
捉
え
る
向
き
も
あ
る
。

し
か
し
、
有
心
衆
生
と
は
執
着
の
心
で
な
に
も
の
か
に
こ
だ
わ
る
凡
夫
の
心
で
あ
り
、
無
心
衆
生
は
一
切
の
邪
念
を
な
く
し
た
心
の

状
態
と
し
て
の
衆
生
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
有
心
衆
生
と
は
、
三
界
に
お
け
る
衆
生
の
心
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
界
と
は
、
生
死
流
転
す
る
衆
生
の
世
界
で
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
を
云
う
。
特
に
欲
界
は
欲
望
の
盛
ん
な
世
界
で
、
そ
の
欲
望
に
よ

っ
て
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
・
天
の
六
道
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
衆
生
界
の
有
心
衆
生
そ
の
も
の
の
世
界
で
あ
る
。

無
心
衆
生
は
、
三
界
の
最
上
の
領
域
で
あ
る
物
質
を
超
え
た
高
度
の
精
神
的
な
世
界
に
存
在
す
る
衆
生
で
あ
る
。
私
は
、
有
心
衆
生
と

無
心
衆
生
を
対
立
的
に
捉
え
て
い
な
い
と
述
べ
た
が
、
そ
の
意
味
は
有
心
衆
生
か
ら
無
心
衆
生
へ
の
何
ら
か
の
形
で
自
分
自
身
の
心
の

変
化
に
よ
る
も
の
と
捉
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
心
の
変
化
は
、

「
た
と
ひ
衆
生
説
法
、
衆
生
得
聞
の
道
取
を
聽
取
し
て
も
、
諸
佛
諸
祖
の
骨
髓
を
稟
受
し
つ
べ
し
。」（
無
情
説
法
）

（
20
）

「
教
化
衆
生
是
法
明
門
、
自
不
受
樂
、
不
癡
倦
故
。」（
一
百
八
法
明
門
）

（
21
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
佛
が
衆
生
の
た
め
に
法
を
説
き
衆
生
が
そ
れ
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
欲
界
か
ら
の
跳
出
を
図
ら
せ
、
衆
生

以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
く
衆
生
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
、
す
な
わ
ち
道
元
禅
師
的
な
言
い
方
を
す
る
な
ら
、
衆
生
は

衆
生
の
法
位
に
住
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
し
む
る
こ
と
が
佛
の
説
法
の
役
割
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
る
と
、
佛
の

説
法
に
よ
っ
て
衆
生
の
心
に
真
理
を
目
覚
め
さ
せ
、
心
の
変
化
を
衆
生
自
身
に
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
衆
生
自
身
が
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自
分
と
他
人
の
た
め
に
自
分
自
身
の
心
に
気
付
き
、
自
分
自
身
の
心
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
衆
生
自
身
が
三
界
の
中

の
無
色
界
の
存
在
を
肯
定
し
心
の
変
化
さ
せ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

な
ぜ
、
自
分
自
身
の
心
の
存
在
に
気
付
き
、
自
分
自
身
の
心
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
、
心
是
衆
生
・
衆
生
是
心

道
元
禅
師
は
、

「
い
ま
佛
道
に
い
ふ
一
切
衆
生
は
、
有
心
者
み
な
衆
生
な
り
、
心
是
衆
生
な
る
が
ゆ
へ
に
。
無
心
者
お
な
じ
く
衆
生
な
る
べ
し
、
衆
生
是
心
な
る
が
ゆ

へ
に
。
し
か
あ
れ
ば
、
心
み
な
こ
れ
衆
生
な
り
、
衆
生
み
な
有
佛
性
な
り
。」（
佛
性
）

（
22
）

と
、
述
べ
て
い
る
。
こ
の
一
文
が
、『
正
法
眼
蔵
』
の
中
で
「
心
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
、
多
分
「
唯
識
論
」
的
な
考

え
は
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
私
を
そ
の
追
求
に
駆
り
た
た
せ
た
一
文
で
あ
る
。

こ
の
文
に
お
け
る
一
切
衆
生
と
は
、
こ
の
世
に
生
き
て
い
る
す
べ
て
の
も
の
、
と
く
に
人
間
の
意
味
で
あ
る
。
一
切
衆
生
は
、
心
を

も
っ
て
い
る
か
ら
衆
生
で
あ
り
、
心
が
衆
生
で
あ
る
か
ら
、
無
心
の
者
も
お
な
じ
く
衆
生
で
あ
り
、
衆
生
が
心
だ
か
ら
で
あ
る
。
心
が

み
な
衆
生
で
あ
る
か
ら
、
衆
生
は
み
な
佛
性
を
も
っ
て
い
る
、
と
云
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。

前
述
の
、
有
心
衆
生
と
無
心
衆
生
と
同
様
な
捉
え
方
で
あ
る
が
、
先
の
文
に
続
く
、

「
草
木
國
土
こ
れ
心
な
り
。
心
な
る
が
ゆ
へ
に
衆
生
な
り
、
衆
生
な
る
が
ゆ
へ
に
有
佛
性
な
り
。
日
月
星
辰
こ
れ
心
な
り
。
心
な
る
が
ゆ
へ
に
衆
生
な

り
、
衆
生
な
る
が
ゆ
へ
に
有
佛
性
な
り
。」（
佛
性
）

（
23
）

と
、
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
草
木
國
土
・
日
月
星
辰
が
心
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
草
木
国
土
も
日
月
星
辰
も
そ
の
ま
ま
の

姿
が
偽
り
の
な
い
真
実
の
姿
を
表
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
真
理
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
心
は
真
理
を
意
味
し
て

齋
藤
俊
哉
　
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
「
心
」
の
構
造
に
つ
い
て
―
（
二
）
―

10
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い
る
こ
と
に
な
る
。
衆
生
が
、
佛
の
説
法
す
な
わ
ち
真
理
を
説
く
こ
と
を
聞
い
て
自
分
自
身
の
心
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
森
羅
万

象
す
べ
て
が
真
実
の
姿
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
も
の
の
見
方
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を

主
張
し
、
心
の
そ
の
よ
う
な
働
き
を
佛
性
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
心
是
衆
生
・
衆
生
是
心
の
語
の
も
つ
意
味
は
大
き
く
、『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
「
心
の
構
造
」
を
考
え
て
い
く
際

の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
云
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
注
】

①
　
大
久
保
　
道
舟
編
『
古
本
校
定
　
正
法
眼
蔵
　
全
』

十
四
頁
　
筑
摩
書
房
　
昭
四
六

②
　
中
村
　
元
著
『
佛
教
語
大
辞
典
』
上
巻

六
三
一
頁
　
東
京
書
籍
　
昭
五
○

③
　
同

八
四
頁

④
　
同

二
八
七
頁

⑤
　
大
久
保
前
掲
書

七
頁

⑥
　
同

八
五
頁

⑦
　
同

二
八
二
頁

⑧
　
同

四
一
三
頁

⑨
　
同

五
○
三
頁

⑩
　
同

六
六
九
頁

⑪
　
同

六
二
七
頁

駒
澤
大
学
苫
小
牧
短
期
大
学
紀
要
　
第
三
十
一
号
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齋
藤
俊
哉
　
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
「
心
」
の
構
造
に
つ
い
て
―
（
二
）
―

12

⑫
　
同

六
四
九
頁

⑬
　
同

二
七
頁

⑭
　
「
衆
生
（
有
情
）
界
内
存
在
と
し
て
の
衆
生
（
有
情
）」
の
「
衆
生
（
有
情
）
界
内
存
在
」
は
、
Ｍ
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
「
存
在
と
時
間
」（SE

IN
U
N
D

ZE
IT
S.113

:
M
A
X
N
IE
M
E
Y
E
R
V
E
R
L
A
G
/T
U

：BIN
G
E
N
1957

）
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
、
私
自
身
の
造
語
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
で
は
、「
世
界
内
存
在
」（D

as
In-der-W

elt-sein
als
M
it-und

Selbstein.D
as

》Man

《
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「M

it

」（
共
同
存

在
）
と
「Selbst

」（
自
分
）
と
の
関
係
と
し
て
考
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
個
々
の
単
独
な
衆
生
の
集
合
と
し
て
、
個
々
人
を
強
調
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
予
定
で
あ
る
。

⑮
　
大
久
保
前
掲
書

二
○
二
頁

⑯
　
同

四
一
三
頁
（
再
掲
）

⑰
　
同

三
五
四
頁

⑱
　
同

五
○
三
頁

⑲
　
同

五
○
三
頁

⑳
　
同

四
○
○
頁

◯21

同

七
二
一
頁

◯22

同

二
七
頁

◯23

同

二
七
頁

（
さ
い
と
う
　
と
し
や
・
本
学
助
教
授
）

たて組み...  99.3.26 2:19 PM  ページ 12



大
系
本
『
狭
衣
物
語
』
巻
四
の
本
文
処
理
の
吟
味

萩
　
野
　
敦
　
子

『
狭
衣
物
語
』
の
本
文
に
関
す
る
研
究
は
、
先
学
の
多
大
な
尽
力
に
よ
っ
て
そ
れ
相
応
の
成
果
を
収
め
て
き
た
も
の
の
、
い
ま
だ
残

さ
れ
て
い
る
課
題
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
一
つ
が
「
巻
四
」
の
本
文
の
整
理
で
あ
ろ
う
。『
狭
衣
物
語
』
の
巻
四
と
い
え
ば
、
故
中
田

剛
直
氏
に
よ
る
校
本
づ
く
り
が
完
成
を
見
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
と
り
あ
え
ず
最
古
の
写
本

で
あ
り
、
最
善
か
否
か
の
判
断
は
留
保
す
る
に
し
て
も
十
分
に
重
視
さ
れ
る
べ
き
「
深
川
本
」
が
欠
落
し
て
い
る
と
い
う
、
本
文
的
に

恵
ま
れ
な
い
巻
で
あ
る
。

稿
者
は
『
狭
衣
物
語
』
に
つ
い
て
述
べ
る
際
の
底
本
に
深
川
本
を
用
い
て
い
る
が
、
巻
四
に
つ
い
て
は
暫
定
的
な
処
置
と
し
て
同
本

と
系
統
を
等
し
く
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
「
内
閣
文
庫
本
」
に
拠
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
内
閣
文
庫
本
は
、
周
知
の
と
お
り
日
本

古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
、
三
谷
栄
一
氏
・
関
根
慶
子
氏
校
注
、
以
下
大
系
本
と
す
る
。
な
お
本
稿
で
は
、
参
観
で
き
た
う
ち
最

も
新
し
い
、
一
九
八
六
年
四
月
発
行
の
第
一
七
刷
版
を
用
い
て
い
る
）
の
底
本
で
あ
る

（
注
1
）

。
右
に
述
べ
た
よ
う
な
巻
四
の
不
幸
な
状
況
を

鑑
み
れ
ば
、
内
閣
文
庫
本
お
よ
び
そ
れ
を
底
本
と
す
る
大
系
本
の
巻
四
の
役
割
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
改
め
て
両
者
を
突

き
合
わ
せ
て
み
る
と
、
大
系
本
の
本
文
処
理
に
疑
問
を
感
じ
る
箇
所
も
幾
つ
か
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
系
本
が
内
閣
文
庫
本
の
紹
介

駒
澤
大
学
苫
小
牧
短
期
大
学
紀
要
　
第
三
十
一
号
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と
い
う
役
割
を
も
兼
ね
て
い
る
と
す
れ
ば
、
第
三
者
に
よ
る
吟
味
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
お
く
こ
と
も
無
意
味
で
は
あ
る
ま

い
。そ

こ
で
本
稿
で
は
、
大
系
本
本
文
と
底
本
内
閣
文
庫
本
本
文
と
が
一
致
し
て
い
な
い
箇
所
を
取
り
上
げ
て
、
検
討
を
加
え
て
い
き
た

い
。
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
の
で
、
不
一
致
箇
所
で
あ
っ
て
も
大
系
本
の
本
文
処
理
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
触
れ
な
い
。

校
訂
の
必
要
が
な
く
寧
ろ
底
本
の
形
に
戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
場
合
、
底
本
か
ら
の
校
訂
の
仕
方
を
変
え
た
ほ
う
が
よ
い

と
思
わ
れ
る
場
合
、
お
よ
び
明
ら
か
に
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
だ
と
思
わ
れ
る
場
合
を
中
心
に
言
及
し
て
い
く
。
お
の
お
の
大
系
本
の
処
理
の

状
況
を
説
明
し
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
、「
内
閣
文
庫
本
」
を
底
本
と
す
る
「
本
」
を
整
定
す
る
う
え
で
「
か
く
あ
る
べ
き
」

本
文
を
稿
者
な
り
に
呈
示
し
た
い
。

＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

そ
れ
ぞ
れ
、
ま
ず
見
出
し
的
に
大
系
本
の
本
文
（
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
る
）
と
内
閣
文
庫
本
の
該
当
箇
所
の
翻
刻
（
濁
点
や
句

読
点
な
ど
一
切
付
さ
な
い
）
と
を
示
す
。
そ
の
う
え
で
、
大
系
本
の
処
理
の
詳
細
や
管
見
に
入
っ
た
他
本

（
注
2
）

の
本
文
状
況
な
ど
を
参
照
し

つ
つ
稿
者
の
判
断
を
示
し
、
最
終
的
に
稿
者
が
決
定
し
た
本
文
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
大
系
本
と
内
閣
文
庫
本
と
の
不
一
致

箇
所
に
は
傍
線
（
一
本
線
）
を
付
す
。
決
定
本
文
も
同
様
だ
が
、
底
本
を
校
訂
し
た
箇
所
に
は
特
に
二
重
傍
線
を
施
す
こ
と
に
す
る
。

①

〈
大
系
本
・
三
五
二
頁
三
行
目
〉
ま
こ
と
に
、
院
の
女
御
の
、
五
節
の
程
に
、
堀
川
の
院
に
出
で
給
に
し
、
斎
院
の
お
は
し
ま
し
し
方
に
お
は
し
け
り
。

〈
内
閣
文
庫
本
・
一
一
頁
オ
モ
テ
六
行
目
〉
ま
こ
と
に
院
の
女
御
は
五
せ
ち
の
ほ
と
に
ほ
り
川
の
院
に
い
て
給
に
し
斎
院
の
お
は
し
ま
し
ゝ
か
た
に
お

萩
野
敦
子
　
大
系
本
『
狭
衣
物
語
』
巻
四
の
本
文
処
理
の
吟
味
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は
し
け
る

・
大
系
本
の
校
訂
一
覧
に
よ
れ
ば
、
前
者
に
つ
い
て
は
「
意
改
」
し
た
と
あ
る
。「
の
」
を
い
わ
ゆ
る
「
同
格
」
の
助
詞
と
す
る
こ
と

で
「
院
の
女
御
の
〜
出
で
給
に
し
」
ま
で
を
主
語
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
な
り
に
理
に
叶
っ
て
は
い
る
が
、
わ
ざ
わ
ざ
「
院

の
女
御
デ
ア
ッ
テ
五
節
の
頃
に
堀
川
院
に
退
出
な
さ
れ
た
女
御
ガ
」
と
い
う
主
語
に
す
る
必
要
も
な
さ
そ
う
だ
。「
は
」
の
ま
ま
だ

と
「
出
で
給
に
し
」
が
連
体
形
止
め
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
こ
こ
は
ま
さ
に
草
子
地
的
な
「
語
り
」
の
文
章
で
あ
る
か
ら
、
多
少
の

文
法
的
な
破
格
は
構
わ
な
い
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
他
本
に
見
ら
れ
る
「
出
で
給
に
き
か
し
」
の
形
か
ら
「
き
か
」
が
脱
落
し
た
可
能

性
も
あ
ろ
う
。
校
訂
す
る
と
す
れ
ば
寧
ろ
こ
ち
ら
の
形
に
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
問
題
箇
所
に
つ
い
て
は
、
参
観
し
た
諸
本

は
い
ず
れ
も
「
は
」
に
な
っ
て
お
り
、
底
本
の
ま
ま
で
よ
い
。

・
後
者
は
校
訂
一
覧
に
付
記
が
な
く
「
り
」
と
翻
刻
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
が
、
底
本
は
「
る
」
と
判
読
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
も

連
体
形
止
め
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
諸
本
を
み
る
と
ほ
と
ん
ど
が
係
助
詞
「
ぞ
」
の
入
っ
た
係
り
結
び
文
に
な
っ
て
お
り
、
内
閣

文
庫
本
は
「
ぞ
」
を
誤
脱
さ
せ
た
も
の
と
み
る
の
が
穏
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
大
系
本
の
よ
う
な
形
で
は
な
く
「
ぞ
〜
け

る
」
の
係
り
結
び
文
に
す
る
校
訂
処
置
を
取
り
た
い
。

《
決
定
本
文
》
ま
こ
と
に
、
院
の
女
御
は
五
節
の
ほ
ど
に
堀
川
の
院
に
出
で
た
ま
ひ
に
し
。
斎
院
の
お
は
し
ま
し
し
方
に
ぞ＝
お
は
し

け
る
。

②

〈
大
系
本
・
三
五
四
頁
一
〇
行
目
〉
こ
の
高
き
八
重
を
ば
、
幼
く
よ
り
、「
我
は
」
と
取
り
分
か
せ
給
て

〈
内
閣
文
庫
本
・
一
三
頁
ウ
ラ
一
行
目
〉
こ
の
た
か
き
や
へ
を
は
お
さ
な
く
よ
り
我
か
と
と
り
わ
か
せ
給
て

・
校
訂
一
覧
に
付
記
が
な
い
の
で
「
は
」
と
翻
刻
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
が
、
底
本
は
「
か
」
と
読
め
る
。
諸
本
に
揺
れ
が
多
い
と
こ
ろ

駒
澤
大
学
苫
小
牧
短
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大
学
紀
要
　
第
三
十
一
号

15

たて組み...  99.3.26 2:19 PM  ページ 15



で
「
我
が
こ
と
と
と
り
わ
か
せ
給
て
」「
我
と
と
り
わ
か
せ
給
て
」「
と
り
わ
き
て
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
る
。
管
見
に
入
っ
た

な
か
で
は
宝
玲
本
が
底
本
と
同
じ
形
で
あ
る
。
諸
本
に
お
い
て
も
決
定
的
な
形
が
な
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
や
や
落
ち
着
き
は
悪
い
が

「
私
の
八
重
桜
」
の
意
に
「
我
が
」
を
解
釈
し
、
底
本
の
ま
ま
と
し
て
お
き
た
い
。

《
決
定
本
文
》
こ
の
高
き
八
重
を
ば
、
幼
く
よ
り
「
我
が
」
と
と
り
わ
か
せ
た
ま
ひ
て

③

〈
大
系
本
・
三
五
六
頁
二
行
目
〉
こ
の
花
た
て
ま
つ
ら
せ
給
つ
ら
ん
に
。
い
か
や
う
に
て
か
。

〈
内
閣
文
庫
本
・
一
四
頁
ウ
ラ
一
〇
行
目
〉
こ
の
花
た
て
ま
つ
ら
せ
給
へ
ら
ん
よ
い
か
や
う
に
て
か

・
校
訂
一
覧
に
「
意
改
」
と
あ
り
、
頭
注
の
訳
は
「
こ
の
邸
の
八
重
桜
を
源
氏
宮
に
差
上
げ
な
さ
っ
た
の
で
す
ね
。
御
返
歌
は
ど
う
い

う
よ
う
に
詠
ま
れ
た
の
で
す
か
」
と
な
っ
て
い
る
。
諸
本
の
形
は
「
給
つ
ら
ん
や
／
給
ひ
つ
ら
む
や
」「
給
へ
ら
ん
や
」「
給
ら
ん
な
」

「
給
へ
ら
ん
な
」
な
ど
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
宝
玲
本
が
底
本
と
同
じ
で
あ
る
。
決
定
的
な
有
力
本
文
が
存
在
せ
ず
、
語
構
成
的
に

「
給
へ
・
ら
・
ん
」
に
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
大
系
本
が
採
用
す
る
「
給
つ
ら
ん
に
」
に
つ
い
て
は
、
諸
本
に
な

い
形
で
あ
る
。「
に
（
尓
）」
か
ら
「
よ
（
与
）」
へ
の
転
訛
は
考
え
や
す
い
と
は
い
え
、
底
本
の
ま
ま
で
も
意
は
汲
み
取
れ
る
の
で
、

こ
こ
は
暫
定
的
で
は
あ
る
が
底
本
の
形
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
お
く
。

《
決
定
本
文
》
こ
の
花
奉
ら
せ
た
ま
へ
ら
ん
よ
。
い
か
や
う
に
て
か
。

④

〈
大
系
本
・
三
五
七
頁
一
五
行
目
〉
何
ば
か
り
深
う
し
も
も
の
し
給
こ
と
物
し
給
は
ざ
り
け
ん
も
の
を

〈
内
閣
文
庫
本
・
一
六
頁
ウ
ラ
一
行
目
〉
な
に
は
か
り
ふ
か
う
し
も
お
ほ
し
給
こ
と
も
の
し
給
は
さ
り
け
ん
物
を

・
校
訂
一
覧
に
付
記
な
し
。
直
後
に
「
も
の
し
」
が
あ
り
同
語
反
復
を
避
け
る
意
味
で
も
底
本
の
ほ
う
が
す
っ
き
り
し
て
い
る
ば
か
り

萩
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で
な
く
、
諸
本
に
「
も
の
し
」
と
す
る
も
の
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
当
該
箇
所
の
場
合
は
底
本
の
「
お
ぼ
し
た
ま
ふ
」
も

敬
語
使
用
に
お
い
て
問
題
が
あ
る
。
他
本
で
は
宝
玲
本
が
同
じ
形
だ
が

（
注
3
）

、
多
数
派
は
「
お
ぼ
し
と
る
」
と
い
う
形
で
あ
り

（
注
4
）

、
こ
の
形

な
ら
ば
全
く
問
題
は
な
い
。「
と
る
」
か
ら
「
玉
ふ
」
を
経
由
し
て
底
本
の
「
給
」
に
な
っ
た
と
考
え
て
の
校
訂
処
置
が
妥
当
だ
ろ

う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
系
本
の
本
文
は
翻
刻
の
際
の
目
移
り
に
よ
る
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
の
結
果
と
判
断
さ
れ
る
。

《
決
定
本
文
》
何
ば
か
り
深
う
し
も
お
ぼ
し
と＝
る＝
こ
と
も
の
し
た
ま
は
ざ
り
け
ん
も
の
を
。

⑤

〈
大
系
本
・
三
六
三
頁
五
行
目
〉
こ
の
物
（
誦
）
ず
る
兒
の
七
八
ば
か
り
な
る
を

〈
内
閣
文
庫
本
・
二
一
頁
ウ
ラ
三
行
目
〉
こ
の
物
す
る
ち
こ
の
七
八
は
か
り
な
る
を

・
大
系
本
で
「
誦
」
を
括
っ
て
い
る
括
弧
は
、
底
本
に
な
い
も
の
を
補
入
し
た
し
る
し
で
あ
る
。
諸
本
で
も
表
記
は
ま
ち
ま
ち
な
が
ら

基
本
的
に
「
も
の
誦
ず
る
」
と
読
め
る
も
の
が
確
か
に
多
い
の
で
、
こ
こ
の
大
系
本
の
処
理
は
一
理
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
も
の

す
る
」
の
形
も
紅
梅
文
庫
本
・
宝
玲
本
に
見
ら
れ
独
自
異
文
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、「
こ
の
も
の
す
る
稚
児
（
こ
こ
に
こ

う
し
て
い
る
幼
な
子
）」
と
い
う
本
文
を
採
っ
た
と
し
て
も
意
は
通
ず
る
と
思
わ
れ
る
。
有
力
本
文
と
は
言
え
な
い
が
、
内
閣
文
庫

本
を
含
め
た
一
つ
の
流
れ
を
成
す
本
文
と
し
て
、
こ
こ
に
は
手
を
加
え
ず
に
お
き
た
い
。

《
決
定
本
文
》
こ
の
も
の
す
る
稚
児
の
七
つ
八
つ
ば
か
り
な
る
を

⑥

〈
大
系
本
・
三
六
八
頁
一
一
行
目
〉
つ
ゝ
ま
し
げ
に
書
き
消
え
な
ど
は
せ
で
、
一
行
（
ル
ビ
＝
い
ち
ぎ
や
う
）
に
引
き
わ
た
さ
れ
た
る
筆
の
流
れ
、
文

字
様
な
ど

〈
内
閣
文
庫
本
・
二
六
頁
ウ
ラ
四
行
目
〉
つ
ゝ
ま
し
け
に
か
き
き
え
な
と
は
せ
て
ひ
と
ゆ
き
に
ひ
き
わ
た
さ
れ
た
る
…
…
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・
敢
え
て
漢
語
と
す
る
必
要
は
な
く
、
他
本
も
九
条
家
旧
蔵
本
が
「
一
す
ぢ
」
と
な
っ
て
い
る
以
外
「
ひ
と
ゆ
き
」
で
一
致
し
て
い
る
。

語
意
と
し
て
は
、
連
綿
体
の
思
い
き
り
の
良
い
書
き
ぶ
り
を
表
現
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
こ
は
校
注
段
階
で

の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
だ
ろ
う
。

《
決
定
本
文
》
つ
つ
ま
し
げ
に
書
き
消
え
な
ど
は
せ
で
、
ひ
と
ゆ
き
に
引
き
わ
た
さ
れ
た
る
筆
の
流
れ
、
文
字
様
な
ど

⑦

〈
大
系
本
・
三
七
三
頁
一
二
行
目
〉
ひ
き
隠
し
給
を
、
例
の
目
ざ
と
く
見
て
け
り
。

〈
内
閣
文
庫
本
・
三
一
頁
オ
モ
テ
九
行
目
〉
ひ
き
か
く
し
給
を
れ
い
の
め
さ
と
は
見
て
け
り

・
大
系
本
は
意
識
的
に
底
本
を
校
訂
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
名
詞
「
目
敏
（
め
ざ
と
）」
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
た
い
。
他
の
品
詞
へ

の
派
生
を
含
め
て
「
目
敏
」
な
る
語
そ
の
も
の
は
中
古
和
文
に
用
例
が
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、『
狭
衣
物
語
』
の
当
該
箇
所
以
外
に
は

『
枕
草
子
』
の
「
小
さ
き
も
の
」
段
の
「
い
と
小
さ
き
塵
の
あ
り
け
る
を
目
ざ
と
に
見
つ
け
て
」
が
あ
る
く
ら
い
だ
が
、
名
詞
「
目

敏
」
の
存
在
は
形
容
詞
「
目
敏
し
」
の
存
在
と
と
も
に
十
分
に
想
定
さ
れ
よ
う
。
諸
本
で
も
伝
為
家
筆
本
・
伝
為
定
筆
本
な
ど
に
あ

り
多
数
派
と
言
え
る
（「
目
ざ
と
く
」
と
い
う
形
は
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
）
の
で
、
敢
え
て
底
本
に
手
を
加
え
ず
と
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

《
決
定
本
文
》
ひ
き
隠
し
た
ま
ふ
を
、
例
の
目
敏
（
め
ざ
と
）
は
見
て
け
り
。

⑧

〈
大
系
本
・
三
七
五
頁
五
行
目
〉
か
う
の
み
ほ
の
か
な
ら
ぬ
有
様
を
、
昔
よ
り
聞
き
初
め
て

〈
内
閣
文
庫
本
・
三
二
頁
ウ
ラ
一
〇
行
目
〉
か
う
の
み
な
の
め
な
ら
ぬ
あ
り
さ
ま
を
む
か
し
よ
り
き
ゝ
そ
め
て

・
底
本
の
字
形
が
「
な
」
は
斜
め
に
倒
れ
気
味
で
「
め
」
も
上
半
分
が
潰
れ
気
味
、
と
紛
ら
わ
し
い
こ
と
は
確
か
だ
が
、
前
後
の
書
き

萩
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癖
と
比
べ
合
わ
せ
て
も
「
な
の
め
」
と
判
じ
て
間
違
い
は
な
い
。
諸
本
「
な
の
め
」
で
一
致
し
、
文
脈
的
に
も
「
こ
れ
ほ
ど
に
ひ
た

す
ら
並
々
な
ら
ぬ
姫
君
の
様
子
を
」
と
の
意
で
何
ら
問
題
は
な
い
の
で
、
翻
刻
の
際
の
ミ
ス
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

《
決
定
本
文
》
か
う
の
み
な
の
め
な
ら
ぬ
有
様
を
昔
よ
り
聞
き
そ
め
て

⑨

〈
大
系
本
・
三
七
八
頁
七
行
目
〉
我
の
み
ぞ
憂
き
を
も
知
ら
ず
過
し
け
る
思
ふ
人
に
は
背
き
け
る
世
に

〈
内
閣
文
庫
本
・
三
五
頁
ウ
ラ
一
一
行
目
〉
我
の
み
そ
う
き
を
も
し
ら
す
す
く
し
け
る
思
ふ
人
た
に
そ
む
き
け
る
世
に

・
校
訂
一
覧
に
「
意
改
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
は
敢
え
て
底
本
を
改
め
ず
と
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
病
に
苦
し
む
母
親
に
出
家
さ

れ
た
式
部
卿
宮
姫
君
を
慰
め
る
狭
衣
の
贈
歌
で
あ
る
が
、
集
成
本

（
注
5
）

が
頭
注
で
「
あ
な
た
を
愛
し
て
お
ら
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
母
君

ま
で
が
出
家
さ
れ
て
、
残
さ
れ
た
あ
な
た
が
悲
嘆
に
く
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
に
、
私
だ
け
が
何
も
知
ら
ず
に
暢
気
に
過
ご
し
て
い

た
と
は
」
と
い
う
訳
を
付
し
て
い
る
よ
う
に
、「
思
ふ
人
だ
に
」
の
ほ
う
が
文
脈
的
に
も
寧
ろ
良
い
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
諸
本
も

「
だ
に
」
で
一
致
し
て
い
る
。

《
決
定
本
文
》
我
の
み
ぞ
憂
き
を
も
知
ら
ず
過
ぐ
し
け
る
思
ふ
人
だ
に
背
き
け
る
世
に

⑩

〈
大
系
本
・
三
八
〇
頁
一
一
行
目
〉
廿
日
な
れ
ば
、
月
さ
へ
遅
く
出
づ
る
頃
に
て
、
言
問
ふ
べ
き
垣
も
お
ぼ
つ
か
な
け
れ
ば
、
こ
ゝ
か
し
こ
た
ゝ
ず
み

つ
ゝ
、
見
め
ぐ
り
給
ふ
に

〈
内
閣
文
庫
本
・
三
八
頁
オ
モ
テ
二
行
目
〉
…
…
事
と
ふ
へ
き
か
ね
も
お
ほ
つ
か
な
け
れ
は
こ
ゝ
か
し
こ
た
ゝ
す
み
つ
ゝ
…
…

・
校
訂
一
覧
に
付
記
が
な
い
が
底
本
は
明
ら
か
に
「
か
（
可
）
ね
（
年
）」
と
判
読
さ
れ
、
本
来
な
ら
ば
一
覧
に
記
さ
れ
て
よ
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
確
か
に
底
本
の
ま
ま
で
は
文
脈
的
に
不
自
然
で
、
前
後
の
「
言
問
ふ
」「
見
め
ぐ
り
」
と
い
っ
た
語
か
ら
は
大
系
本
の

駒
澤
大
学
苫
小
牧
短
期
大
学
紀
要
　
第
三
十
一
号

19

たて組み...  99.3.26 2:19 PM  ページ 19



「
垣
」
の
ほ
う
が
よ
い
の
だ
が
、
諸
本
は
（
底
本
と
類
縁
性
を
感
じ
さ
せ
る
宝
玲
本
も
含
め
て
）
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
く
「
垣
根
」

と
い
う
本
文
で
一
致
し
て
い
る
。
内
閣
文
庫
本
が
「
か
き
ね
」
の
「
き
」
を
脱
落
さ
せ
た
と
考
え
て
「
か
き
ね
」
と
校
訂
す
る
の
が

ベ
タ
ー
な
処
理
で
は
な
か
ろ
う
か
。

《
決
定
本
文
》
二
十
日
な
れ
ば
月
さ
へ
遅
く
出
づ
る
頃
に
て
、
言
問
ふ
べ
き
垣＝
根＝
も
お
ぼ
つ
か
な
け
れ
ば
、
こ
こ
か
し
こ
た
た
ず
み

つ
つ
見
め
ぐ
り
た
ま
ふ
に

⑪

〈
大
系
本
・
三
八
一
頁
四
行
目
〉
心
細
げ
に
色
を
つ
く
し
て
乱
れ
合
ひ
た
る
前
栽
の
花
ど
も
に

〈
内
閣
文
庫
本
・
三
八
頁
ウ
ラ
四
行
目
〉
心
ほ
そ
き
色
を
つ
く
し
て
み
た
れ
あ
ひ
た
る
せ
ん
さ
い
の
は
な
と
も
に

・
校
訂
一
覧
に
東
大
平
野
本
に
よ
り
改
め
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
諸
本
で
は
伝
為
家
筆
本
・
伝
為
明
筆
本
な
ど
が
「
心
細
き
」

と
し
て
お
り
、
底
本
が
孤
立
し
た
形
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
他
本
に
は
「
心
細
き
に
」「
心
の
ま
ま
に
」
と
い
っ
た
形
も
見
ら
れ

る
が
、
底
本
の
ま
ま
で
意
を
汲
む
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
校
訂
に
は
及
ぶ
ま
い
。

《
決
定
本
文
》
心
細
き
色
を
尽
く
し
て
乱
れ
あ
ひ
た
る
前
栽
の
花
ど
も
に

⑫

〈
大
系
本
・
三
八
三
頁
一
行
目
〉「
つ
ゐ
に
、
む
な
し
う
聞
き
な
し
て
ん
」
と
、
惜
し
か
る
べ
き
人
ざ
ま
な
れ
ば

〈
内
閣
文
庫
本
・
四
〇
頁
オ
モ
テ
一
一
行
目
〉
つ
ゐ
に
む
な
し
う
き
ゝ
な
し
て
ん
を
お
し
か
る
へ
き
人
さ
ま
な
れ
は

・
校
訂
一
覧
に
「
意
改
」
と
な
っ
て
お
り
、
鍵
括
弧
に
入
れ
る
こ
と
で
狭
衣
の
心
話
文
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
た
処
理
で
あ
る
が
、

地
の
文
と
捉
え
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
実
は
、
底
本
の
形
も
諸
本
の
状
況
か
ら
い
え
ば
異
例
に
属
し
、
同
じ
形
は

例
に
よ
っ
て
宝
玲
本
の
み
で
あ
る
。
他
本
は
「
聞
き
な
し
て
ん
は
」
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
字
母
「
者
」
を
介
在
さ
せ
れ
ば
「
は
」

萩
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と
「
を
」
と
の
混
同
は
想
定
し
や
す
く
、
こ
こ
は
底
本
を
大
系
本
と
は
異
な
る
（
諸
本
で
採
ら
れ
て
い
る
）
形
で
校
訂
し
て
お
き
た

い
。

《
決
定
本
文
》
つ
ひ
に
む
な
し
う
聞
き
な
し
て
ん
は＝
、
惜
し
か
る
べ
き
人
ざ
ま
な
れ
ば

⑬

〈
大
系
本
・
三
九
〇
頁
二
行
目
〉
ほ
の
か
に
も
。
あ
ら
ぬ
慣
は
し
も
。

〈
内
閣
文
庫
本
・
四
七
頁
オ
モ
テ
七
行
目
〉
ほ
の
か
に
は
あ
ら
ぬ
な
ら
は
し
も

・
大
系
本
で
は
本
文
を
「
意
改
」
し
た
う
え
で
頭
注
に
「
僅
か
で
も
姫
と
打
解
け
て
寝
た
い
。
今
ま
で
経
験
し
た
事
も
な
い
よ
う
な
し

つ
け
に
つ
け
て
も
（
丸
寝
は
）
つ
ら
い
事
で
す
」
と
い
う
訳
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
集
成
本

（
注
6
）

は
当
該
箇
所
を
一
文
と
考
え

「
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
お
心
の
こ
も
っ
た
ご
交
誼
を
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
」
と
訳
す
が
、
こ
の
ほ
う
が
穏
当
な
解
釈
で
、
大
系

本
は
や
や
不
自
然
な
訳
出
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
は
姫
君
と
の
一
夜
に
飽
き
足
ら
ぬ
狭
衣
の
「
ほ
の
か
で
は
な
い
馴
染
ん
だ
お
付
き
合

い
が
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
た
科
白
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
、
底
本
「
ほ
の
か
に
は
」
を
敢
え
て
改
め
ず
と
も
（
寧
ろ
改

め
な
い
ほ
う
が
）
良
い
の
で
は
な
い
か
。
ち
な
み
に
諸
本
で
は
「
ほ
の
か
に
も
」「
ほ
の
か
に
は
」「
ほ
の
か
に
」
の
形
が
拮
抗
し
て

い
る
。

《
決
定
本
文
》
ほ
の
か
に
は
あ
ら
ぬ
慣
ら
は
し
も
。

⑭

〈
大
系
本
・
三
九
一
頁
一
五
行
目
〉
更
に
よ
そ
の
事
と
も
思
し
給
は
ず

〈
内
閣
文
庫
本
・
四
九
頁
オ
モ
テ
一
行
目
〉
さ
ら
に
よ
そ
の
こ
と
と
も
お
ほ
え
給
は
す

・
校
訂
一
覧
に
付
記
が
な
い
の
で
校
注
者
の
翻
刻
し
た
ま
ま
で
あ
ろ
う
が
、「
し
（
之
）」
と
「
え
」
と
で
字
形
的
に
は
確
か
に
紛
ら
わ
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し
い
も
の
の
、
底
本
の
書
き
癖
か
ら
み
て
も
当
該
箇
所
は
「
え
」
と
判
読
さ
れ
る
。
伝
為
明
筆
本
と
保
坂
本
が
「
お
ぼ
し
」
と
な
っ

て
お
り
大
系
本
の
形
が
孤
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
敬
語
の
あ
り
か
た
や
諸
本
の
趨
勢
か
ら
判
断
す
る
に
「
お
ぼ
え
」
の
ま

ま
で
良
い
だ
ろ
う
。

《
決
定
本
文
》
さ
ら
に
よ
そ
の
こ
と
と
も
お
ぼ
え
た
ま
は
ず

⑮

〈
大
系
本
・
四
〇
二
頁
一
六
行
目
〉
い
と
に
は
か
に
こ
そ
侍
べ
け
れ
。
し
ば
し
は
、
か
や
う
に
て
も
、
お
は
し
ま
さ
な
ん
も
の
を
。

〈
内
閣
文
庫
本
・
五
九
頁
ウ
ラ
三
行
目
〉
…
…
し
は
し
は
か
や
う
に
て
も
お
は
し
ま
し
な
ん
も
の
を

・
敢
え
て
「
意
改
」
さ
れ
た
大
系
本
本
文
で
あ
る
が
、
い
か
が
な
も
の
か
。
ま
ず
諸
本
「
お
は
し
ま
し
」
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
（
伝

為
定
筆
本
の
み
「
し
は
し
は
か
く
て
を
は
し
ま
さ
む
と
」
と
い
う
異
例
の
形
に
な
っ
て
い
る
が
）、
文
脈
的
に
も
、
性
急
に
式
部
卿

宮
姫
君
を
自
邸
に
連
れ
出
そ
う
と
す
る
（
上
流
貴
族
の
）
狭
衣
に
対
す
る
（
中
流
の
）
女
房
の
発
言
と
し
て
は
、
あ
つ
ら
え
の
願
望

「
な
む
」
以
上
に
、「
し
ば
ら
く
は
こ
の
よ
う
な
状
態
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
ほ
う
が
よ
ろ
し
い
か
と
存
じ
ま
す
の
に
」
と
い
う
「
な
（
強

意
）
む
（
適
当
）」
の
ほ
う
が
穏
当
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
底
本
を
校
訂
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

《
決
定
本
文
》
し
ば
し
は
か
や
う
に
て
も
お
は
し
ま
し
な
ん
も
の
を
。

⑯

〈
大
系
本
・
四
〇
四
頁
一
〇
行
目
〉
今
さ
へ
、
あ
ま
り
ね
ぢ
け
が
ま
し
う
な
ら
は
し
給
そ
。

〈
内
閣
文
庫
本
・
六
一
頁
オ
モ
テ
三
行
目
〉
い
ま
さ
へ
あ
ま
り
ね
ち
け
か
ま
し
う
な
な
ら
は
し
給
そ

・
校
訂
一
覧
に
付
記
は
な
く
、
頭
注
の
訳
は
「
今
に
な
っ
て
ま
で
も
、
あ
ま
り
変
な
習
慣
を
つ
け
な
い
で
下
さ
い
」
と
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
終
助
詞
「
そ
」
と
の
呼
応
で
当
然
「
な
」
が
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
底
本
が
踊
り
字
で
は

萩
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な
く
「
な
（
奈
）」
の
全
く
同
形
の
字
を
重
ね
て
い
る
た
め
、
校
注
者
が
見
落
と
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
集
成
本
の
当
該

箇
所
は
「
今
さ
へ
あ
ま
り
ね
ぢ
け
が
ま
し
く
な
ら
は
し
た
ま
ふ
ぞ
」
の
本
文
に
「
今
も
っ
て
私
を
へ
ん
に
子
供
扱
い
し
て
お
躾
け
に

な
ろ
う
と
な
さ
る
の
だ
か
ら
な
あ
」
と
い
う
訳
が
付
さ
れ
て
い
る
。
諸
本
の
状
況
と
し
て
は
、
①
「
な
な
（
な
ゝ
）
ら
は
し
給
そ
」

②
「
な
ら
は
し
給
そ
」
③
「
な
ら
は
し
た
ま
ふ
そ
」
の
三
種
が
拮
抗
し
て
お
り
、
文
末
の
助
詞
は
①
な
ら
ば
禁
止
の
「
そ
」、
③
な

ら
ば
詠
嘆
の
「
ぞ
」、
②
は
ど
ち
ら
と
も
決
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
九
条
家
旧
蔵
本
・
伝
為
定
筆
本
・
伝
為
明
筆

本
・
保
坂
本
が
底
本
と
同
じ
「
な
〜
そ
」
の
構
文
に
よ
る
本
文
を
採
っ
て
お
り
十
分
に
一
本
と
し
て
認
定
で
き
る
の
で
、
底
本
の
ま

ま
の
本
文
を
立
て
て
お
き
た
い
。

《
決
定
本
文
》
今
さ
へ
あ
ま
り
ね
ぢ
け
が
ま
し
う
な
な
ら
は
し
た
ま
ひ
そ
。

⑰

〈
大
系
本
・
四
〇
五
頁
一
五
行
目
〉
ま
だ
見
た
て
ま
つ
り
知
ら
ぬ
さ
ま
に
見
え
さ
せ
給
へ
る
珍
し
さ
に

〈
内
閣
文
庫
本
・
六
二
頁
オ
モ
テ
九
行
目
〉
ま
た
見
た
て
ま
つ
り
し
ら
ぬ
さ
ま
に
見
え
さ
せ
玉
へ
る
か
め
つ
ら
し
さ
に

・
校
訂
一
覧
に
付
記
は
な
く
、
こ
れ
も
単
純
な
「
か
」
の
見
落
と
し
か
と
思
わ
れ
る
。
諸
本
を
参
照
し
て
も
、
伝
為
定
筆
本
と
九
条
家

旧
蔵
本
以
外
い
ず
れ
も
格
助
詞
「
が
」
を
有
し
て
お
り
、
文
脈
的
に
も
「
今
ま
で
拝
見
し
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
様
子
に
お
見
え
に

な
る
こ
と
の
珍
し
さ
」
の
意
で
「
…
給
へ
る
が
珍
し
さ
」
と
な
る
こ
と
は
極
め
て
自
然
で
あ
ろ
う
。

《
決
定
本
文
》
ま
だ
見
た
て
ま
つ
り
知
ら
ぬ
さ
ま
に
見
え
さ
せ
た
ま
へ
る
が
珍
し
さ
に

⑱

〈
大
系
本
・
四
〇
六
頁
一
三
行
目
〉
御
心
の
ま
に

く
、
尋
ね
ら
る
ら
ん
あ
ま
た
の
列
に
て
は
、
本
意
な
し
や
。

〈
内
閣
文
庫
本
・
六
三
頁
オ
モ
テ
五
行
目
〉
き
し
の
ま
に

く
た
ね
と
る
ら
ん
あ
ま
た
の
つ
ら
に
て
は
ほ
い
な
し
や
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・
校
訂
一
覧
に
「
意
改
」
と
の
付
記
が
あ
り
、
補
注
で
も
当
該
箇
所
の
諸
本
の
状
況
の
複
雑
さ
と
判
断
の
経
緯
に
つ
い
て
丁
寧
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
諸
本
の
状
況
に
つ
い
て
大
ま
か
に
言
え
ば
、
傍
線
の
前
半
部
分
は
「
き
し
の
ま
に

く
」
が
大
勢
を
占
め
る
中
で

「
き
し
の
ま
ま
」
の
異
文
が
存
在
す
る
、
後
半
部
分
は
「
た
ね
と
る
ら
ん
」
と
「
た
つ
ね
と
る
ら
ん
」
と
が
拮
抗
し
て
い
る
、
と
整

理
で
き
る
。
補
注
に
お
い
て
大
系
本
校
注
者
は
諸
本
の
形
を
「
こ
れ
で
は
前
後
の
連
絡
上
、
解
釈
に
な
ら
な
い
」
と
論
断
す
る
が
、

い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。「
岸
の
ま
に
ま
に
（
海
岸
に
従
っ
て
断
続
的
に
）」「
種
取
る
（
女
を
漁
る
意
の
比
喩
か
）」
あ
る
い
は
「
尋
ね

取
る
」
と
い
っ
た
表
現
は
さ
ほ
ど
不
自
然
と
は
思
え
な
い
。
ち
な
み
に
「
岸
の
ま
に
ま
に
」
は
歌
句
と
し
て
も
凡
河
内
躬
恒
・
中

務
・
源
順
・
和
泉
式
部
と
い
っ
た
歌
人
た
ち
に
用
例
が
あ
り
（
松
が
生
え
て
い
る
、
卯
の
花
の
ご
と
き
白
波
が
打
ち
寄
せ
て
い
る
、

と
い
っ
た
表
現
と
共
に
見
え
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
「
種
」
と
同
時
に
詠
み
込
ま
れ
た
例
は
な
い
が
、「
岸
の
ま
に
ま
に
」
と
言
え

ば
植
物
が
必
ず
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
点
は
注
意
さ
れ
よ
う
）、
こ
の
物
語
の
作
者
が
い
か
に
も
好
み
そ
う
な
表
現
で
す
ら
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。「
種
取
る
」
か
「
尋
ね
取
る
」
か
の
問
題
は
残
る
が
、
内
閣
文
庫
本
本
文
と
し
て
は
、
原
態
の
ま
ま
認
め
る
の

が
穏
当
だ
ろ
う
。

《
決
定
本
文
》
岸
の
ま
に
ま
に
種
取
る
ら
ん
あ
ま
た
の
列
に
て
は
本
意
な
し
や
。

⑲

〈
大
系
本
・
四
〇
九
頁
一
五
行
目
〉
見
た
て
ま
つ
る
度
ご
と
に
は
、「
わ
が
君
の
御
宿
世
は
、
人
に
は
勝
り
給
へ
り
け
り
」
と
の
み
、
思
知
ら
る
ゝ
に

〈
内
閣
文
庫
本
・
六
六
頁
オ
モ
テ
四
行
目
〉
み
た
て
ま
つ
る
た
ひ
こ
と
に
は
わ
か
君
の
御
す
く
せ
を
人
に
は
ま
さ
り
給
へ
り
け
り
と
の
み
思
し
ら
る
ゝ

に

・
校
訂
一
覧
に
「
意
改
」
と
あ
る
。
確
か
に
「
わ
が
君
」
と
い
う
呼
び
方
は
中
立
的
な
語
り
手
の
も
の
と
考
え
る
よ
り
も
登
場
人
物
で

あ
る
乳
母
か
ら
の
も
の
と
考
え
る
ほ
う
が
一
見
収
ま
り
が
よ
さ
そ
う
だ
が
、
語
り
手
が
乳
母
の
心
中
を
忖
度
し
て
「
わ
が
君
」
と
表
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現
す
る
こ
と
も
異
例
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
諸
本
で
も
必
ず
し
も
「
は
」
が
優
勢
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
「
は
」「
を
」「
も
」
が

拮
抗
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
こ
こ
は
「
人
に
は
勝
り
給
へ
り
け
り
」
の
み
を
心
話
文
と
し
、
直
前
の
助
詞
を
「
を
」
の
ま
ま
と
し

て
も
構
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

《
決
定
本
文
》
見
た
て
ま
つ
る
た
び
ご
と
に
は
、
わ
が
君
の
御
宿
世
を
「
人
に
は
ま
さ
り
た
ま
へ
り
け
り
」
と
の
み
思
ひ
知
ら
る
る
に

⑳

〈
大
系
本
・
四
一
四
頁
八
行
目
〉
殿
の
御
方
に
も
と
よ
り
候
ひ
し
人
々
は
、
衣
の
色
ど
も
、
春
の
錦
を
う
ち
重
ね
た
り
。
さ
ま

ぐ
祝
ひ
過
し
つ
ゝ
、
果

て
の
十
五
日
に
は
、
若
き
人
々
群
れ
居
つ
ゝ

〈
内
閣
文
庫
本
・
七
〇
頁
オ
モ
テ
一
〇
行
目
〉
と
の
ゝ
御
か
た
に
も
と
よ
り
さ
ふ
ら
ひ
し
人
々
は
き
ぬ
の
色
と
も
春
の
に
し
き
を
た
ち
か
さ
ね
た
り
さ

ま

く
い
は
ひ
す
く
し
つ
る
は
て
の
十
よ
日
に
は
わ
か
き
人
々
む
れ
ゐ
つ
ゝ

・
不
一
致
の
三
箇
所
の
う
ち
前
の
二
つ
は
「
意
改
」
し
た
も
の
、
残
る
一
つ
は
東
大
平
野
本
を
参
観
し
て
改
め
た
も
の
、
と
の
付
記
が

あ
る
。
ま
ず
「
う
ち
重
ね
」
で
あ
る
が
、
散
文
の
中
に
も
ふ
ん
だ
ん
に
和
歌
的
修
辞
を
盛
り
込
む
こ
の
物
語
の
筆
致
か
ら
い
っ
て
も
、

ま
た
諸
本
が
「
た
ち
」
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
事
実
か
ら
み
て
も
、
寧
ろ
改
悪
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
は
「
衣
」
の
縁
で
「
裁
ち
重
ね
」

と
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
二
箇
所
め
「
祝
ひ
過
ぐ
し
つ
つ
」
は
流
布
本
系
に
見
ら
れ
る
形
で
あ
る
が
、
諸
本
の
趨
勢
と
し
て
は
寧
ろ
「
つ
る
」
の
ほ
う
が
優
勢

で
あ
る
。「
さ
ま
ざ
ま
祝
ひ
過
ぐ
し
つ
る
（
ア
レ
コ
レ
ト
メ
デ
タ
イ
行
事
ニ
明
ケ
暮
レ
テ
シ
マ
ッ
タ
、
ソ
ノ
）
果
て
の
」
と
解
釈
で

き
る
本
文
と
し
て
何
ら
問
題
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

・
三
箇
所
め
の
日
に
ち
の
部
分
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
「
粥
杖
の
祝
」
の
場
面
で
あ
り
確
か
に
「
十
五
日
」
と
明
示
し
て
よ
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
し
、
内
閣
文
庫
本
で
は
直
前
に
「
か
や
う
に
て
年
も
返
り
て
十
五
日
に
も
な
り
に
け
り
」
と
既
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
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こ
こ
は
か
え
っ
て
同
語
反
復
と
み
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
も
思
わ
れ
る
。
伝
慈
鎮
筆
本
や
宝
玲
本
に
も
「
十
よ
日
」
の
形
は
見
ら
れ
、

孤
立
し
た
本
文
で
は
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
底
本
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。

《
決
定
本
文
》
殿
の
御
方
に
も
と
よ
り
候
ひ
し
人
々
は
、
き
ぬ
の
色
ど
も
、
春
の
錦
を
た
ち
重
ね
た
り
。
さ
ま
ざ
ま
祝
ひ
過
ぐ
し
つ

る
果
て
の
十
余
日
に
は
、
若
き
人
々
群
れ
ゐ
つ
つ

◯21

〈
大
系
本
・
四
二
〇
頁
二
行
目
〉
涼
し
き
夕
影
（
ル
ビ
＝
ゆ
ふ
か
げ
）
待
ち
つ
け
て
、
参
り
給
へ
れ
ば

〈
内
閣
文
庫
本
・
七
五
頁
ウ
ラ
三
行
目
〉
す
ゝ
し
き
ゆ
ふ
か
せ
ま
ち
つ
け
て
ま
い
り
玉
へ
れ
は

・
校
訂
一
覧
に
付
記
が
な
く
、
こ
こ
は
単
純
な
翻
刻
の
誤
り
で
あ
ろ
う
か
。
底
本
の
字
形
も
「
か
け
」
と
読
め
る
も
の
で
は
な
く
、
諸

本
も
参
観
で
き
た
も
の
は
す
べ
て
「
か
せ
／
風
」
で
あ
り
、
文
脈
的
に
も
「
涼
し
き
夕
風
」
で
全
く
問
題
は
な
い
。

《
決
定
本
文
》
涼
し
き
夕
風
待
ち
つ
け
て
参
り
た
ま
へ
れ
ば

◯22

〈
大
系
本
・
四
二
〇
頁
一
六
行
目
〉
月
比
、
す
こ
し
思
し
紛
れ
つ
る
心
の
中
も
か
き
く
ら
し
、
思
し
続
け
て
、

〈
内
閣
文
庫
本
・
七
六
頁
オ
モ
テ
九
行
目
〉
月
比
す
こ
し
お
ほ
し
ま
き
れ
つ
る
心
の
中
も
か
き
つ
く
し
お
ほ
し
つ
ゝ
け
て

・
校
訂
一
覧
で
東
大
平
野
本
に
拠
り
改
め
た
旨
の
付
記
が
あ
る
が
、
諸
本
で
も
「
か
き
つ
く
し
」
と
「
か
き
く
ら
し
」
さ
ら
に
「
か
き

く
つ
し
」
と
い
う
三
つ
の
形
が
拮
抗
し
て
い
る
。
底
本
が
採
る
「
か
き
つ
く
し
」
の
類
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

『
源
氏
物
語
』
明
石
巻
／
十
五
夜
の
月
お
も
し
ろ
う
静
か
な
る
に
、
昔
の
こ
と
か
き
つ
く
し
思
し
出
で
ら
れ
て
、
し
ほ
た
れ
さ
せ

た
ま
ふ
。

『
夜
の
寝
覚
』
巻
三
／
聞
き
つ
る
さ
ま
、
我
が
思
ひ
暮
ら
し
つ
る
心
の
う
ち
、
上
の
御
気
色
の
い
ち
じ
る
か
り
つ
る
な
ど
、
か
き

萩
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つ
く
し
の
た
ま
ふ
に
、

右
の
『
源
氏
物
語
』
の
例
は
『
源
氏
物
語
大
成
』
本
文
（
大
島
本
）
に
漢
字
や
句
読
点
を
施
し
た
も
の
だ
が
、
実
は
大
島
本
も
朱
に

よ
る
訂
正
後
の
本
文
で
あ
り
、
訂
正
前
は
「
か
き
く
つ
し
」
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
大
成
』
に
よ
れ
ば
「
掻
き
崩
し
思
し
出
づ
」

の
ほ
う
が
寧
ろ
多
数
派
で
あ
る

（
注
7
）

。『
狭
衣
物
語
』
の
当
該
箇
所
に
つ
い
て
も
、
参
観
し
た
う
ち
で
は
最
古
の
書
写
と
思
わ
れ
る
伝
為

家
筆
本
が
「
か
き
く
つ
し
」
で
あ
る
な
ど
検
討
の
余
地
は
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
内
閣
文
庫
本
が
定
め
た
本
文
と
し
て
は
「
か
き
つ

く
し
」
を
取
っ
て
お
き
た
い
。
少
な
く
と
も
大
系
本
の
「
か
き
く
ら
し
」
を
積
極
的
に
採
用
す
る
理
由
は
な
い
の
で
あ
る
。

《
決
定
本
文
》
月
ご
ろ
少
し
お
ぼ
し
紛
れ
つ
る
心
の
う
ち
も
か
き
つ
く
し
お
ぼ
し
続
け
て

◯23

〈
大
系
本
・
四
二
二
頁
七
行
目
〉
そ
の
頃
、
世
中
い
と
騒
が
し
う
て
、
内
裏
（
ル
ビ
＝
う
ち
）
・
大
路
に
ゆ
ゝ
し
き
も
の
多
う

〈
内
閣
文
庫
本
・
七
七
頁
ウ
ラ
五
行
目
〉
そ
の
こ
ろ
世
中
い
と
さ
は
か
し
う
て
み
ち
お
ほ
ち
に
ゆ
ゝ
し
き
物
お
ほ
う

・
校
訂
一
覧
に
付
記
は
な
い
。「
う
（
宇
）」
と
混
同
し
や
す
い
字
形
で
は
あ
る
が
底
本
は
「
み
（
三
）」
と
十
分
に
読
め
る
も
の
で
あ

り
、
文
脈
的
に
も
「
ゆ
ゆ
し
き
も
の
」
す
な
わ
ち
死
体
や
行
き
倒
れ
が
転
が
っ
て
い
る
場
所
と
し
て
「
内
裏
」
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
諸
本
も
「
み
ち
／
道
」
で
一
致
し
て
お
り
、
こ
こ
は
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

《
決
定
本
文
》
そ
の
こ
ろ
、
世
の
中
い
と
騒
が
し
う
て
、
道
大
路
に
ゆ
ゆ
し
き
も
の
多
う

◯24

〈
大
系
本
・
四
二
七
頁
一
四
行
目
〉
今
宵
ば
か
り
も
、
な
を
み
た
て
ま
つ
り
て
こ
そ
は
と
な
ん
。
世
に
は
長
か
ら
ぬ
や
う
も
侍
り
な
ん
。

〈
内
閣
文
庫
本
・
八
二
頁
ウ
ラ
五
〜
六
行
目
〉
こ
よ
ひ
は
か
り
も
な
を
み
た
て
ま
つ
り
て
こ
そ
は
と
な
ん
い
と
あ
ま
り
思
か
け
ぬ
あ
り
さ
ま
に
侍
れ
は

す
く
せ
な
と
も
つ
き
て
世
に
は
な
か
ゝ
ら
ぬ
や
う
も
侍
り
な
ん
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・
傍
線
部
分
は
分
量
的
に
ち
ょ
う
ど
底
本
の
一
行
ぶ
ん
に
相
当
す
る
。
翻
刻
段
階
の
目
移
り
に
よ
る
単
純
な
誤
脱
と
考
え
ら
れ
、
当
然

補
わ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
諸
本
も
小
異
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
部
分
を
欠
い
て
い
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

《
決
定
本
文
》
今
宵
ば
か
り
も
、
な
ほ
見
た
て
ま
つ
り
て
こ
そ
は
と
な
ん
。
い
と
あ
ま
り
思
ひ
か
け
ぬ
有
様
に
侍
れ
ば
宿
世
な
ど
も

尽
き
て
、
世
に
は
長
か
ら
ぬ
や
う
も
侍
り
な
ん
。

◯25

〈
大
系
本
・
四
二
八
頁
一
〇
行
目
〉（
源
氏
宮
ノ
姿
ハ
）
等
覺
の
位
に
定
ま
る
と
も
、
見
た
て
ま
つ
ら
ず
な
り
な
ん
事
は
、
口
惜
し
か
る
べ
き
を
、
ま
し

て
、
も
と
よ
り
は
こ
の
世
の
事
は
、
殊
に
好
ま
ず
な
り
に
し
御
心
な
れ
ど
、
い
か
で
か
な
の
め
に
思
さ
れ
ん
。

〈
内
閣
文
庫
本
・
八
三
頁
オ
モ
テ
一
一
行
目
〉
…
…
さ
し
て
も
と
よ
り
は
こ
の
こ
と
ゝ
も
は
こ
と
に
こ
の
ま
す
な
り
に
し
御
心
な
れ
は
い
か
て
か
な
の

め
に
お
ほ
さ
れ
ん

・
不
一
致
の
う
ち
一
箇
所
め
の
「
さ
」
に
つ
い
て
は
文
脈
的
に
「
ま
」
に
す
べ
き
で
、
他
本
に
よ
り
校
訂
し
た
と
い
う
大
系
本
の
処
置

で
全
く
問
題
な
い
。

・
二
箇
所
め
に
つ
い
て
、
大
系
本
の
校
訂
一
覧
の
記
述
と
し
て
は
底
本
「
こ
の
こ
と
は
」
を
東
大
平
野
本
を
参
照
し
て
「
こ
の
よ
の
こ

と
は
」
に
改
め
た
と
あ
る
の
だ
が
、
稿
者
が
判
読
し
た
内
閣
文
庫
本
本
文
は
右
の
ご
と
く
で
あ
る
（
た
だ
し
当
該
箇
所
は
非
常
に
読

み
に
く
い
）。
い
ず
れ
が
正
し
い
に
せ
よ
文
脈
的
に
は
東
大
平
野
本
本
文
に
近
い
形
（
こ
の
世
の
栄
達
に
か
か
わ
る
こ
と
に
は
興
味

の
な
い
狭
衣
の
性
質
に
関
す
る
説
明
）
で
あ
る
べ
き
で
、
諸
本
を
見
る
と
「
こ
の
よ
の
こ
と
は
」
系
と
「
こ
の
よ
の
ゑ
よ
う
（
え
い

え
う
＝
栄
耀
か
）
は
」
系
と
に
ほ
ぼ
分
か
れ
て
い
る
。
底
本
は
孤
立
し
た
本
文
と
な
っ
て
い
る
の
で
、「
こ
の
よ
の
こ
と
は
」
か
ら

「
こ
の
こ
と
ゝ
も
は
」
へ
の
転
訛
と
考
え
て
、
結
論
的
に
は
こ
こ
は
大
系
本
と
同
じ
処
理
と
す
る
。

・
三
箇
所
め
は
「
意
改
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
諸
本
は
底
本
同
様
「
は
（
ば
）」
を
採
っ
て
い
る
。
解
釈
し
よ
う
と
思
え
ば
順
接
で

萩
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も
逆
接
で
も
出
来
な
い
こ
と
は
な
く
、
大
系
本
頭
注
で
は
「
も
と
も
と
現
世
の
事
は
と
り
わ
け
望
ま
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
出
家

し
た
い
気
持
の
）
狭
衣
の
御
心
だ
け
れ
ど
、
こ
う
し
た
源
氏
宮
を
見
る
と
、
ま
し
て
そ
れ
以
上
に
、
ど
う
し
て
い
い
加
減
に
お
思
い

に
な
れ
よ
う
か
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
稿
者
は
こ
の
部
分
全
体
を
「
源
氏
宮
の
姿
は
、
た
と
え
菩
薩
の
最
高
位
に
定
ま
る
と
し
て
も
、

拝
見
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
残
念
に
ち
が
い
な
い
の
に
、
ま
し
て
狭
衣
は
本
来
こ
の
世
の
栄
達
に
か
か
わ
る
こ
と
ご
と
は

特
に
興
味
の
な
い
御
心
の
持
ち
主
な
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
並
み
一
通
り
の
悲
し
さ
で
あ
ろ
う
か
」
と
訳
し
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、

恋
愛
の
み
な
ら
ず
「
こ
の
世
の
栄
達
」
に
興
味
の
あ
る
者
な
ら
ば
「
源
氏
宮
へ
の
執
着
」
の
み
に
心
を
染
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、

狭
衣
の
場
合
ひ
た
す
ら
心
を
占
め
る
の
は
彼
女
へ
の
思
い
な
の
だ
か
ら
、
即
位
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
女
に
逢
え
な
く
な
る
悲
し
さ

は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
語
り
手
か
ら
の
説
明
だ
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
底
本
に
は
手
を
入
れ
ず
、
順
接
の
接
続
助

詞
「
ば
」
の
ま
ま
の
本
文
を
採
用
し
た
い
。

《
決
定
本
文
》
…
…
ま＝
し
て
も
と
よ
り
は
こ＝
の＝
世＝
の＝
こ＝
と＝
は＝
殊
に
好
ま
ず
な
り
に
し
御
心
な
れ
ば
、
い
か
で
か
な
の
め
に
お
ぼ
さ
れ

ん
。

◯26

〈
大
系
本
・
四
三
六
頁
一
二
行
目
〉
煩
は
し
か
り
つ
る
一
品
の
宮
さ
へ
、
か
う
世
を
背
き
給
ぬ
べ
か
な
る
は
、
吾
子
の
宿
世
の
め
で
た
か
る
べ
き
な
り
。

〈
内
閣
文
庫
本
・
九
一
頁
オ
モ
テ
八
行
目
〉
…
…
あ
こ
の
御
す
く
せ
の
め
て
た
か
る
へ
き
な
り

・
狭
衣
帝
の
正
妻
格
だ
っ
た
一
品
宮
の
出
家
に
よ
っ
て
、
上
達
部
や
親
王
た
ち
が
娘
の
入
内
を
強
く
意
識
す
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。

校
訂
一
覧
に
よ
れ
ば
大
系
本
は
「
意
改
」
す
な
わ
ち
意
識
的
に
「
御
」
を
除
い
て
お
り
、
我
が
子
に
つ
い
て
敬
語
を
つ
け
る
の
を
異

例
と
判
断
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
絶
対
敬
語
の
古
文
の
世
界
に
は
あ
て
は
ま
る
ま
い
。
諸
本
も
ほ
ぼ
「
御
す
く
せ
」
の

形
を
採
っ
て
お
り
、
底
本
の
ま
ま
「
御
」
を
入
れ
た
本
文
で
良
い
だ
ろ
う
。
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《
決
定
本
文
》
…
…
吾
子
の
御
宿
世
の
め
で
た
か
る
べ
き
な
り
。

◯27

〈
大
系
本
・
四
四
一
頁
一
行
目
〉
堀
川
の
院
に
、
こ
の
宮
を
愛
（
う
つ
く
）
し
が
り
か
し
づ
き
給
て
、
宮
を
久
し
う
見
給
は
ぬ
こ
そ
心
憂
け
れ
な
。

〈
内
閣
文
庫
本
・
九
五
頁
ウ
ラ
四
行
目
〉
ほ
り
川
の
院
に
二
の
宮
を
う
つ
く
し
か
り
か
し
つ
き
給
て
…
…

・
校
訂
一
覧
に
「
意
改
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
狭
衣
が
慰
め
て
い
る
の
は
真
実
彼
の
子
で
あ
る
も
の
の
、
事
の
真
相
を
知
る
ご
く
一
部
の

関
係
者
以
外
に
は
養
子
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
「
一
の
宮
」
で
あ
る
。
狭
衣
の
第
一
妃
腹
の
皇
子
の
誕
生
に
、
世
間
は
こ
の

子
の
待
遇
の
変
化
を
予
想
す
る
が
、
彼
は
狭
衣
の
「
一
の
宮
」
と
呼
ば
れ
続
け
、
新
生
皇
子
は
「
二
の
宮
」
に
落
ち
着
く
。
し
た
が

っ
て
底
本
の
「
二
の
宮
」
が
本
文
と
し
て
通
ら
ぬ
わ
け
で
は
な
い
。
何
し
ろ
「
こ
」
と
「
二
」
で
あ
る
か
ら
紛
れ
や
す
い
の
は
当
然

で
あ
り
、
諸
本
で
も
「
こ
」
が
や
や
優
勢
で
あ
る
も
の
の
、
底
本
以
外
に
も
保
坂
本
・
蓮
空
本
・
宝
玲
本
が
「
二
」
を
採
っ
て
お
り
、

あ
り
う
べ
き
形
と
し
て
認
め
て
お
き
た
い
。
新
生
児
を
「
二
の
宮
」
と
呼
ぶ
こ
と
で
目
の
前
の
我
が
子
に
対
し
「
そ
な
た
は
あ
く
ま

で
も
我
が
一
の
宮
な
の
だ
」
と
暗
に
伝
え
る
、
名
乗
れ
ぬ
実
父
の
思
い
を
込
め
た
科
白
と
も
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

《
決
定
本
文
》
堀
川
の
院
に
、
二
の
宮
を
う
つ
く
し
が
り
か
し
づ
き
た
ま
ひ
て
、
宮
を
久
し
う
見
た
ま
は
ぬ
こ
そ
心
憂
け
れ
な
。

◯28

〈
大
系
本
・
四
四
三
頁
七
行
目
〉
一
品
の
宮
に
は
、
…
…
遂
に
尼
に
な
ら
せ
給
め
る
を
、
一
條
院
に
も
、
う
ち
に
も
、
返
々
口
惜
し
う
、
あ
は
れ
に
思

し
め
す
に

〈
内
閣
文
庫
本
・
九
七
頁
ウ
ラ
一
一
行
目
〉
…
…
つ
い
に
あ
ま
に
な
ら
せ
給
ぬ
る
を
…
…

・
校
訂
一
覧
に
付
記
は
な
く
、
校
注
者
の
翻
刻
ど
お
り
の
よ
う
で
あ
る
。
底
本
を
確
認
す
る
と
一
頁
の
末
尾
に
窮
屈
に
書
か
れ
た
状
態

で
非
常
に
判
別
し
に
く
い
の
で
あ
る
が
、
ど
う
も
「
め
」
で
は
な
く
「
ぬ
」
と
読
め
る
よ
う
で
あ
る
。
文
脈
的
に
も
、「
一
品
宮
が

萩
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出
家
し
た
」
こ
と
は
確
た
る
事
実
で
あ
る
か
ら
婉
曲
表
現
に
な
る
必
要
は
な
く
、「
遂
に
尼
に
な
ら
せ
給
ひ
ぬ
る
」
と
い
う
完
了
形

の
ほ
う
が
ベ
タ
ー
で
あ
ろ
う
。
諸
本
に
は
「
な
ら
せ
給
ぬ
」
と
終
止
形
を
と
っ
て
一
度
文
を
切
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
完
了
助
動
詞
が
入
っ
て
い
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。

《
決
定
本
文
》
一
品
の
宮
に
は
…
…
つ
ひ
に
尼
に
な
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
る
を
、
一
条
の
院
に
も
内
裏
に
も
、
返
す
返
す
口
惜
し
う
あ
は

れ
に
お
ぼ
し
め
す
に

◯29

〈
大
系
本
・
四
四
五
頁
三
行
目
〉
神
の
御
心
は
、
思
へ
ば
か
た
じ
け
な
く
、
有
難
く
思
し
ら
れ
給
を
、
一
方
し
も
見
え
難
う
の
み
し
な
い
給
に
け
る
の

み
ぞ
、
な
を
さ
ら
に
恨
め
し
う
思
え
さ
せ
給
。

〈
内
閣
文
庫
本
・
九
九
頁
ウ
ラ
七
行
目
〉
…
…
ひ
と
か
た
し
も
み
え
か
た
ふ
の
み
な
り
給
に
け
る
の
み
そ
…
…

・
校
訂
一
覧
に
「
意
改
」
と
す
る
。
改
め
ら
れ
た
本
文
は
「
神
」
の
仕
業
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
底
本
の
「
な
り
」

か
ら
「
し
な
い
（
し
・
な
し
）」
と
い
う
原
態
を
想
定
す
る
こ
と
も
字
形
的
に
不
自
然
で
は
な
い
が
、
こ
こ
は
「
源
氏
宮
が
ひ
た
す

ら
に
お
目
に
か
か
り
に
く
く
お
な
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
ば
か
り
」
と
解
す
る
こ
と
の
で
き
る
底
本
本
文
の
ま
ま
で
良
い
か
と

思
わ
れ
る
。
諸
本
も
「
な
り
／
成
」
で
一
致
し
て
い
る
（
た
だ
し
傍
線
部
直
前
の
本
文
は
「
見
が
た
く
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多

い
。
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
）。

《
決
定
本
文
》
神
の
御
心
は
、
思
へ
ば
か
た
じ
け
な
く
あ
り
が
た
く
思
ひ
知
ら
れ
た
ま
ふ
を
、
ひ
と
か
た
し
も
見
え
が
た
う
の
み
な

り
た
ま
ひ
に
け
る
の
み
ぞ
、
な
ほ
さ
ら
に
恨
め
し
う
お
ぼ
え
さ
せ
た
ま
ふ
。

◯30

〈
大
系
本
・
四
四
六
頁
六
行
目
〉
船
岡
の
、
明
暮
、
さ
し
向
ひ
た
る
を
、「
珍
し
き
友
」
と
、
お
ぼ
し
慰
め
て
立
ち
歸
ら
せ
給
も
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〈
内
閣
文
庫
本
・
一
〇
〇
頁
ウ
ラ
一
一
行
目
〉
ふ
な
を
か
の
あ
け
く
れ
さ
し
む
か
ひ
た
り
し
を
め
つ
ら
し
き
と
も
と
…
…

・
行
幸
の
道
々
ひ
た
す
ら
源
氏
宮
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
狭
衣
に
と
っ
て
、
彼
女
の
居
所
た
る
斎
院
の
西
に
位
置
し
四
六
時
中
斎
院
と

向
か
い
合
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
船
岡
山
を
見
る
こ
と
が
、
は
か
な
い
心
の
慰
め
に
な
る
、
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。
大
系
本

の
「
意
改
」
は
、
船
岡
山
と
斎
院
と
の
位
置
関
係
が
不
変
の
も
の
持
続
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
妥
当
と
も
い
え
る
が
、

こ
こ
は
、
臣
下
の
身
ゆ
え
自
由
に
斎
院
に
参
り
え
た
即
位
前
の
自
分
が
船
岡
山
を
眺
め
て
い
た
時
の
こ
と
を
回
想
す
る
狭
衣
、
と
い

う
状
況
を
意
識
し
た
文
章
な
の
で
は
な
い
か
。
両
者
の
位
置
関
係
は
変
わ
ら
ず
と
も
、
も
は
や
狭
衣
が
斎
院
か
ら
船
岡
山
を
見
る
こ

と
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
助
動
詞
「
き
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
か
え
っ
て
現
在
の
狭
衣
の
憂
欝
が
浮
き
彫
り
に
な
る
の
で
、

底
本
の
本
文
を
尊
重
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
諸
本
も
管
見
に
入
る
と
こ
ろ
一
致
し
て
「
た
り
し
」
の
形
に
な
っ
て
い
る
。

《
決
定
本
文
》
船
岡
の
明
け
暮
れ
さ
し
向
か
ひ
た
り
し
を
、
珍
し
き
友
と
お
ぼ
し
慰
め
て
立
ち
帰
ら
せ
た
ま
ふ
も

◯31

〈
大
系
本
・
四
五
五
頁
一
四
行
目
〉「
い
と
し
も
な
か
り
し
、
宮
の
、
御
お
も
ひ
な
り
し
か
ど
」「
取
り
女
（
む
す
め
）
の
御
事
を
、
さ
ば
、
か
く
も
て

な
し
聞
え
さ
せ
給
事
」

〈
内
閣
文
庫
本
・
一
一
〇
頁
オ
モ
テ
七
行
目
〉
い
と
し
も
な
か
り
し
宮
の
御
お
も
ひ
な
り
し
か
と
ひ
と
り
む
す
め
の
御
こ
と
を
さ
へ
か
く
も
て
な
し
き

こ
え
さ
せ
給
こ
と

・
一
箇
所
め
は
校
訂
一
覧
に
「
意
改
」
と
あ
る
が
、
確
か
に
「
養
女
」
の
意
を
表
す
大
系
本
本
文
の
形
が
文
脈
的
に
は
妥
当
か
と
思
わ

れ
る
。
諸
本
の
状
況
は
「
と
り
む
す
め
」
が
優
勢
で
は
あ
る
も
の
の
、
伝
慈
鎮
筆
本
・
紅
梅
文
庫
本
は
「
ひ
と
り
む
す
め
」
で
あ
り
、

内
閣
文
庫
本
の
形
が
孤
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
『
源
氏
物
語
』
に
も
用
例
が
あ
る
よ
う
に
、
中
古
で
は
い
わ
ゆ
る
一

人
娘
を
示
す
語
は
「
ひ
と
つ
む
す
め
」
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
な
る
検
討
の
余
地
は
あ
り
そ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は
意
味
的
な
と
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こ
ろ
を
優
先
し
て
大
系
本
の
校
訂
を
支
持
し
た
い
。

・
二
箇
所
目
も
「
意
改
」
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
は
文
脈
か
ら
み
て
改
悪
な
の
で
は
な
い
か
。「
狭
衣
の
一
品
宮

へ
の
御
愛
情
は
さ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
の
に
、
宮
の
養
女
の
こ
と
ま
で
も
（
実
は
彼
女
も
狭
衣
の
実
娘
で
あ
る
こ
と
が
や
が
て
明
ら

か
に
な
る
が
）
こ
れ
ほ
ど
に
ご
厚
遇
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
」
と
い
う
解
釈
で
過
不
足
あ
る
ま
い
し
、
と
す
れ
ば
大
系
本
の
よ
う
に
わ

ざ
わ
ざ
こ
の
部
分
を
二
つ
の
会
話
文
に
分
け
て
考
え
る
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
。

《
決
定
本
文
》
「
い
と
し
も
な
か
り
し
宮
の
御
思
ひ
な
り
し
か
ど
、
取＝
り＝
娘＝
の
御
事
を
さ
へ
か
く
も
て
な
し
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ふ
こ

と
」

◯32

〈
大
系
本
・
四
五
九
頁
二
行
目
〉
こ
の
御
有
様
も
、
い
み
じ
う
ゆ
か
し
げ
に
心
せ
し
も
の
を
。

〈
内
閣
文
庫
本
・
一
一
三
頁
オ
モ
テ
九
行
目
〉
こ
の
御
あ
り
さ
ま
も
い
み
し
う
ゆ
か
し
け
に
物
せ
し
物
を

・
校
注
一
覧
に
「
意
改
」
と
あ
り
、
同
語
反
復
気
味
の
底
本
本
文
の
収
ま
り
の
悪
さ
を
配
慮
し
た
処
置
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
当
該
箇
所
の
場
合
「
会
い
た
そ
う
に
し
て
い
る
」
の
意
で
「
ゆ
か
し
げ
に
も
の
す
」
と
い
う
表
現
が
採
ら
れ
る
の
は
ご
く
自
然
で

あ
り
、
そ
こ
に
逆
接
の
「
も
の
を
」
が
付
い
て
も
厳
密
な
意
味
で
の
同
語
反
復
と
は
な
ら
な
い
。
寧
ろ
「
ゆ
か
し
げ
に
心
す
」
の
ほ

う
が
表
現
と
し
て
の
落
ち
着
き
が
悪
く
、
底
本
の
ま
ま
で
良
い
だ
ろ
う
。
諸
本
も
「
も
の
す
」
で
一
致
し
て
い
る
。

《
決
定
本
文
》
こ
の
御
有
様
も
い
み
じ
う
ゆ
か
し
げ
に
も
の
せ
し
も
の
を
。

◯33

〈
大
系
本
・
四
五
九
頁
一
四
行
目
〉
常
磐
に
帰
り
給
て
、
心
地
少
し
落
ち
居
る
ま
ま
に
、
思
（
ル
ビ
＝
お
ぼ
）
し
続
く
る
こ
と
多
く

〈
内
閣
文
庫
本
・
一
一
四
頁
オ
モ
テ
四
行
目
〉
と
き
は
に
か
へ
り
給
て
心
ち
す
こ
し
お
ち
ゐ
る
ま
ゝ
に
お
も
ひ
つ
ゝ
く
る
こ
と
お
ほ
く
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・
校
注
一
覧
に
「
意
改
」
と
あ
る
。
主
語
の
飛
鳥
井
女
君
に
つ
い
て
は
、
登
場
当
初
の
巻
一
に
お
い
て
は
そ
の
高
か
ら
ざ
る
身
分
ゆ
え

敬
語
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
狭
衣
の
娘
の
生
母
と
い
う
立
場
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
敬
語
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

右
の
引
用
文
中
で
も
「
常
磐
に
帰
り
給
ひ
て
」
と
敬
語
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
大
系
本
の
処
理
に
も
一
理
あ
る
が
、
か
と

言
っ
て
す
べ
て
の
動
詞
に
厳
密
に
敬
語
を
付
す
必
要
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
（
前
後
の
文
章
に
お
い
て
も
敬
語
の
付
き
か
た
に
は
揺
れ

が
あ
る
）。
諸
本
は
「
思
つ
ゝ
く
る
」
と
い
う
表
記
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
場
合
は
「
お
も
ひ
」
と
読

ま
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
敢
え
て
底
本
を
校
訂
す
る
ま
で
も
な
い
と
判
断
し
て
お
く
。

《
決
定
本
文
》
常
盤
に
帰
り
た
ま
ひ
て
心
地
少
し
落
ち
ゐ
る
ま
ま
に
、
思
ひ
続
く
る
こ
と
多
く

◯34

〈
大
系
本
・
四
六
五
頁
一
六
行
目
〉
後
（
の
ち
）
世
も
、「
い
た
づ
ら
」
と
か
や
に
な
し
侍
ら
ん
こ
そ
い
み
じ
け
れ
。

〈
内
閣
文
庫
本
・
一
一
九
頁
ウ
ラ
九
行
目
〉
の
ち
世
も
い
た
つ
ら
と
か
や
な
し
侍
ら
ん
こ
そ
い
み
し
け
れ

・
校
注
一
覧
に
「
意
改
」
と
あ
る
。
諸
本
で
は
流
布
本
系
で
「
と
か
や
に
」
が
優
勢
の
よ
う
だ
が
、
伝
慈
鎮
筆
本
・
伝
為
定
筆
本
・
保

坂
本
な
ど
「
と
か
や
」
を
採
る
本
文
は
多
い
。
こ
こ
の
狭
衣
の
女
二
宮
に
対
す
る
口
説
き
文
句
は
『
古
今
集
』
恋
一
の
「
夏
虫
の
身

を
い
た
づ
ら
に
な
す
こ
と
も
ひ
と
つ
思
ひ
に
よ
り
て
な
り
け
り
」
を
踏
ま
え
た
も
の
か
と
先
学
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、「
と
か
や
」

で
そ
の
引
用
を
ぼ
か
し
た
言
い
回
し
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
に
」
が
欠
け
て
い
て
も
さ
ほ
ど
問
題
は
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
底
本
の
形
を
尊
重
し
て
お
き
た
い
。

《
決
定
本
文
》
後
（
の
ち
）
世
も
「
い
た
づ
ら
」
と
か
や
な
し
は
べ
ら
ん
こ
そ
い
み
じ
け
れ
。
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＊

よ
り
厳
密
な
本
文
批
判
あ
る
い
は
巻
四
の
原
態
復
元
を
目
指
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
当
然
こ
の
目
で
確
認
し
う
る
巻
四
の
現
存
諸
本

す
べ
て
を
参
観
し
比
較
し
た
う
え
で
「
よ
き
」
本
文
を
求
め
て
い
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
が
、
今
の
と
こ
ろ
稿
者
が
考
え
て
い
る
の
は
、

「
深
川
本
」
を
持
た
な
い
巻
四
を
「
内
閣
文
庫
本
」
で
読
む
た
め
に
「
内
閣
文
庫
本
」
の
「
か
く
あ
る
べ
き
」
本
文
を
整
定
す
る
こ
と

で
あ
り
、
本
稿
は
そ
の
作
業
の
ほ
ん
の
一
部
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
言
及
し
て
き
た
の
は
あ
く
ま
で
も
「
大
系
本
」
と

そ
の
底
本
で
あ
る
「
内
閣
文
庫
本
」
と
が
一
致
し
て
い
な
い
箇
所
で
あ
り
、
両
者
が
一
致
し
て
い
て
な
お
吟
味
の
必
要
な
箇
所
が
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

僭
越
な
が
ら
現
在
最
も
手
に
と
り
や
す
い
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
で
あ
る
「
大
系
本
」
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
を
幾
つ
か

指
摘
し
た
こ
と
は
、「
内
閣
文
庫
本
」
を
読
む
と
い
う
作
業
の
副
産
物
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く

よ
う
な
指
摘
も
一
度
は
公
に
し
て
お
き
た
い
と
考
え
た
。
大
方
の
御
寛
恕
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

注
1

こ
の
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「
さ
こ
ろ
も
」
は
、
新
典
社
校
注
叢
書
4
と
し
て
『
校
注
狭
衣
物
語
・
巻
一
巻
二
』（
一
九
八
八
年
、
久
下
晴
康

氏
・
堀
口
悟
氏
編
）
で
も
活
字
化
さ
れ
て
い
る
が
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
巻
三
巻
四
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
内
閣
文
庫
蔵
「
さ
こ
ろ
も
」
の
写
し

を
後
藤
康
文
氏
よ
り
個
人
的
に
お
借
り
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

注
2

参
観
し
た
本
は
以
下
の
と
お
り
。

蓮
空
本
（
古
典
文
庫
）
・
九
条
家
旧
蔵
本
（
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
）
・
宝
玲
本
（
古
典
文
庫
）
・
元
和
九
年
心
也
開
板
古
活
字
本
（
勉
誠

社
）
・
伝
為
定
筆
本
（
古
典
文
庫
）
・
東
京
教
育
大
蔵
本
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
の
本
文
よ
り
復
元
）
・
伝
為
明
筆
本
（
笠
間
書
院
『
狭
衣
物
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語
諸
本
集
成
』）
・
伝
為
家
筆
本
（
同
上
）
・
伝
慈
鎮
筆
本
（
同
上
）
・
保
坂
本
（
同
上
）
・
紅
梅
文
庫
本
（
同
上
）
・
飛
鳥
井
雅
章
筆
本
（
同

上
）。

な
お
本
稿
で
は
諸
本
の
概
況
を
参
考
に
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
、
系
統
の
同
・
異
に
つ
い
て
は
配
慮
し
な
か
っ
た
。

注
3

こ
こ
ま
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
、
内
閣
文
庫
本
と
同
じ
形
を
採
る
本
が
他
に
な
い
場
合
で
も
、
宝
玲
本
と
だ
け
は
一
致
す

る
、
と
い
う
場
合
が
目
に
つ
く
。
さ
ら
に
厳
密
な
調
査
を
進
め
な
け
れ
ば
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
巻
四
に
お
け
る
両
本
に
親
近
性
が

あ
る
と
す
れ
ば
「
宝
玲
本
に
あ
る
か
ら
独
自
異
文
で
は
な
い
、
だ
か
ら
内
閣
文
庫
本
の
形
は
一
本
と
し
て
認
め
う
る
」
と
い
う
説
明
は
危
険
だ
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

注
4

と
は
い
え
、
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
こ
の
あ
た
り
の
記
述
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
欠
い
て
い
る
本
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
以
外
の
諸
本
で
は
「
お
ぼ

し
と
る
」
が
大
勢
を
占
め
る
が
、
流
布
本
系
は
「
お
ぼ
し
と
る
ら
む
」
と
い
う
形
が
優
勢
の
よ
う
で
あ
る
。

注
5

新
潮
日
本
古
典
集
成
『
狭
衣
物
語
下
』（
一
九
八
六
年
、
鈴
木
一
雄
氏
校
注
）

注
6

集
成
本
本
文
は
「
ほ
の
か
に
も
あ
ら
ぬ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
底
本
（
東
京
教
育
大
蔵
本
）
は
「
ほ
の
か
に
あ
ら
ぬ
」
で
、
古
活
字
本
に
よ
っ
て
校

訂
し
た
旨
が
校
訂
付
記
に
示
さ
れ
て
い
る
。

注
7

明
石
巻
で
対
校
さ
れ
て
い
る
青
表
紙
本
五
本
す
べ
て
、
お
よ
び
河
内
本
の
六
本
中
五
本
が
「
か
き
く
つ
し
」
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
現
代
注
で

も
、
小
学
館
刊
行
の
旧
全
集
は
「
か
き
つ
く
し
」
を
採
っ
て
い
た
が
、
新
全
集
で
は
「
か
き
く
づ
し
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
旧
全
集
の
頭
注
に

「「
か
き
く
づ
す
」
は
、
片
端
か
ら
ぼ
つ
ぼ
つ
す
る
。「
か
き
つ
く
し
」
な
ら
ば
、
何
か
ら
何
ま
で
こ
と
ご
と
く
、
の
意
。」
と
の
説
明
が
あ
る
。

（
は
ぎ
の
　
あ
つ
こ
・
本
学
非
常
勤
講
師
）

萩
野
敦
子
　
大
系
本
『
狭
衣
物
語
』
巻
四
の
本
文
処
理
の
吟
味
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旭川地方の北海道アイヌ建築

小　林　法　道

【第1章．序　　論】

北海道の旭川地方には古くから北海道アイヌの人々が暮らしていた。

旭川地方は北海道アイヌの人々の代表的な聖地である。彼らは江戸時代

まで独特の郷土文化を育みながら暮らしていた。しかし、旭川地方のア

イヌの人々の暮らしは白老地方や二風谷地方より早い時期に日本化して

しまい、彼らは伝統的住居に住まなくなり日本風住居に居住するように

なる。現在、旭川地方の伝統的な北海道アイヌ建築である笹葺住居の遺

構はない。昭和 44年（1969年）以後に旭川地方の伝統技術に基づく 8戸

の笹葺の北海道アイヌ建築が復原されて、現在もこのなかの 6戸の復原

建築が展示されている（図1）。また、江戸時代後期（18世紀末期）から

昭和 56年までの約 2世紀に渡り 5名と 1集団の調査者が旭川地方の北海

道アイヌ建築を調査して 8冊の文献
1～ 8）

に記録している。これらの文献資料

をもとに旭川地方の北海道アイヌ建築を編纂しておけば旭川地方の北海

道アイヌ建築を郷土文化として正確に伝承して行くことができる。

本論は文献資料をもとに江戸時代後期（18世紀末期）から昭和時代初

期（20世紀前期）までの旭川地方の北海道アイヌ建築を編纂してその形

態と変革を考察する。
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1

キーワード：北海道、アイヌ、建築、旭川、江戸時代後期

よこ組み...  99.3.26 2:24 PM  ページ 1



小林法道　旭川地方の北海道アイヌ建築

2

アイヌ文化の森「伝承コタン」（昭和45年：尾沢カンシャトク復原、平成5年10月撮影）

川村カネトアイヌ記念館（昭和60年：伊沢朝次郎復原、平成5年10月撮影）

旭川市博物館（平成5年：杉村満復原、平成5年11月撮影）

図1．旭川地方の北海道アイヌ建築の復原建築（小林法道撮影）
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【第2章．研究方法】

本論は江戸時代後期（18世紀末期）から昭和56年（1981年）までの約

2世紀に渡り5名と1集団の調査者（村上島之丞、松浦武四郎、佐々木長

左衛門、青柳信克、鷹部屋福平、北海道教育庁文化課）が調査して記録

した旭川地方の北海道アイヌ建築が記録されている 8冊の文献をもとに

旭川地方の北海道アイヌ建築を編纂する。その8冊の文献を示す。

1．村上島之丞著『蝦夷島奇観』

2．村上島之丞著『蝦夷産業図説』

3．松浦武四郎著『蝦夷家財図説』

4．佐々木長左衛門著『捕増　アイヌの話』

（この文献は佐々木長左衛門著『アイヌの話』佐々木長豊栄堂

〈1926年発行〉の増版であるが、新たに平面図が加えられている）

5．青柳信克著『河野広道ノート民族誌篇』

6．鷹部屋福平著『アイヌ屋根の研究と其構造原基軆に就いて』

（北海道大学北方文化研究報告第1巻）

7．鷹部屋福平著『アイヌ住居の研究─アイヌ家屋の地方的特性─』

（北海道大学北方文化研究報告第3巻）

8．北海道教育庁文化課編集『アイヌ民俗文化財調査報告書Ⅰ』

本論は以上の 8冊の文献をもとに旭川地方の北海道アイヌ建築の①向

き、②平面形、③開口部の位置、④床形式、⑤造作、⑥骨組、⑦被覆材

料を編纂する。次に、本論は前記の 8冊の文献の記録を比較して江戸時

代後期（18世紀末期）から昭和時代初期（20世紀前期）までの旭川地方

の北海道アイヌ建築の変革を考察する。

駒澤大学苫小牧短期大学紀要　第31号
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小林法道　旭川地方の北海道アイヌ建築
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図2．蝦夷島奇観（村上島之丞著、市立函館図書館所蔵）

図3．蝦夷産業図説（村上島之丞著、市立函館図書館所蔵）

図4．蝦夷家財図説（松浦武四郎著、市立函館図書館所蔵）
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【第3章．江戸時代】

江戸時代に村上島之丞（役人、民俗学者）と松浦武四郎（役人、民俗

学者）は見学調査により旭川地方の北海道アイヌ建築を調査している。

江戸時代後期（18世紀末期）に村上島之丞は西蝦夷地（現在の檜山、

後志、石狩、留萌、空知、上川、天塩、宗谷、網走の各支庁を含む）の

北海道アイヌ人の生活を調査する際に見学調査により北海道アイヌ建築

を調査して姿図（外観図）と解説文で文献
1、2）

に記録している（図 2、3）。

西蝦夷地のなかの上川地方に現在の旭川地方は含まれるが、天塩地方と

留萌地方も上川地方と隣接しているので旭川地方からそれほど遠く離れ

ていない。江戸時代末期（19世紀中期）に松浦武四郎は西蝦夷地の北海

道アイヌ人の生活を調査する際に見学調査により北海道アイヌ建築を調

査して姿図（外観図）と解説文で文献
3）

に記録している（図4）。

村上島之丞は2冊の文献
1、2）

に各1枚づつ合計2枚の西蝦夷地の笹葺住居の

姿図（外観図）を記録している。そのなかの 1枚の笹葺住居の姿図（外

観図）の余白に「笹の葉にて屋根を葺き棟に窓（プヤラ）あり。」と記

述している
1）

。この笹葺住居は主屋の行桁方向の側面に玄関が接続し、棟

中央部に天窓（煙出窓）が空き、寄棟屋根の斜面には押え木が置かれて

いる（図 2）
1）

。他の 1枚の笹葺住居は主屋の妻面に玄関が接続し、主屋の

寄棟屋根の玄関側の斜面に煙出窓が空き、天窓はなく、屋根の斜面に押

え木はない
2）

（図3）。

松浦武四郎は笹葺の住居の姿図（外観図）の余白に「トップラップキタ

イチセの図」と称して「西蝦夷地多くは笹の葉にて屋根を葺たり。トップ

は笹なり。ラップは葉なり。キタイは葺。チセは家と云儀也。又破風を

棟に附たるも有なり。」と記述している
3）

。松浦武四郎が記録している西蝦

夷地の笹葺住居は主屋の妻面に玄関が接続し、主屋の寄棟屋根の玄関側

の斜面に煙出窓が空き、天窓はなく、屋根の斜面に押え木はない
3）

（図4）。

駒澤大学苫小牧短期大学紀要　第31号
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【第4章．近　　代】

近代（明治時代末期～大正時代〈20世紀初期〉）に旭川市で豊栄土人

学校の校長をしていた佐々木長左衞門は当時の旭川地方の北海道アイヌ

建築を見学調査により調査して文献
4）

に記録している（図5）。佐々木長左

衞門の記録
4）

によると旭川地方の北海道アイヌ建築は入口を西または西南

に向けて葭の簾と莚を垂らし、入口の外側には臼、杵、薪、農具類を置

くモセム（出入庭）と称する物置の様な差掛があり、モセムにも南ある

いは東南に向けて作った入口がある。床はなく葭で造った莚を一重また

は二重に地上に敷き詰める、あるいは板を敷く。屋内は部屋を区切るこ

とはないが一隅に主人夫婦の小さな寝室を設けるものもある。中央部に

炉を設けてその周囲にはペッパウシ草（エゾスゲ）またはシキナ草（ガ

マ）で造った御座（キナ）あるいはチタラペを敷く。東側及び南側に窓

を設ける。東窓は諸神を礼拝して祖先を祭る所である。南窓は採光換気

用で、窓には葭または笹で作った簾を吊るし室内から自由に上げ下げで

きる。屋根の上方に破風のようなものを作って煙出窓にしている地方も

ある。屋内の北側には宝物と主人の寝具及び勝手道具を置き流しは入口

の右側に設ける。旭川地方では市が和風住居を建設して無償貸興してい

るために和風住居と北海道アイヌ住居の両方を折衷している住居が多い
以上は4）

。

昭和9年（1934年）1月8日に考古・民族学者の河野広道は旭川市の石

山アツミアシクル氏方で行われたイオマンテ（熊送り）を見学調査によ

り調査して文献
5）

に記録する際に会場となった住居の平面図を記載してい

る（図6）。この平面図
5）

によると住居の奥妻面に神窓（カムイプヤラ）が

あり前妻面の近くに炉がある。このイオマンテは真冬の 1月 8日に北海

道のなかでも厳寒地域である旭川市で行われたので防寒のために採光窓

を塞いでいる可能性が高い。

昭和 13年 8月 31日と 9月 1日及びその頃に北海道大学教授で建築構造

小林法道　旭川地方の北海道アイヌ建築
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学者の鷹部屋福平は旭川地方の北海道アイヌ建築を見学調査と聞き取り

調査により調査して 2冊の文献
6、7）

に記録している。川村某女からの聴取記

録は彼女が子供時代に父親や近所の人々の手伝いをして何回も家を建て

た40年前の思い出を記録している
6）

。この聴取記録によると旭川地方の北

海道アイヌ建築の屋根はケツンニ構造体をぶどう蔓で結束して垂木（チ

セツリ）をケツンニ構造体に立てかけていて、笹小屋である
6）

。鷹部屋福

平は「近文アイヌ部落では現存の物は笹小屋でケツンニは変態のものが

用いられている。」と言及している
7）

。

昭和56年に北海道教育庁文化課は明治時代後期に旭川地方で生まれた

アイヌ人の老夫婦から聞き取り調査によって旭川地方の北海道アイヌ建

築を調査して報告書
8）

に記録している。石山長次郎（明治 35年近文生ま

れ）と石山キツエ（明治 44年雨竜伏古コタン生まれ、石山長次郎の妻）

夫妻からの聴取記録
8）

によると北海道アイヌ建築は神窓を川の上流に向け

て建てられる。石狩川の上流は東側である。アパ（戸口）は西向き（川

の下流）で川に近い方に戸口が開いている。ウラシチセ（笹の家）とム

ンチセ（草の家）があるが、報告者たちの子供の頃の近文では和人式の

イタチセ（板の家）であり、ヤラチセ（樹皮の家）もある。柱（イタシ

ベ）は 2尺程度の穴に掘建てる。枠木は主にコムニ（ナラ）の皮をむい

た木を用いる。家は15～6年程度の耐久性がある。石山夫妻（前出）の

記憶
8）

によると北海道アイヌ建築は矩形の主屋の片側（西側）の妻面に主

屋と同じ梁行寸法の玄関（主屋と同じ幅の玄関）が接続している。玄関

（モセム）には臼、杵、植物、薪が置かれている。玄関の南側に戸口

（アパ）が設置されて主屋の西側の壁の中央部に主屋への入口が設置さ

れている。入口側を前側と定義すると、主屋の奥正面の壁に神窓（カム

イプヤラ、ロルンプヤラ）が設置されて、南側に採光窓が設置されてい

る。主屋の左前隅に寝床（トゥンプー）が設置されて簾（チタラベ）で

区切られている。主屋の左奥隅に宝物が置かれ、右奥隅に猟具が置かれ、

駒澤大学苫小牧短期大学紀要　第31号
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右前隅に炊事道具（水桶、鍋、椀）が置かれ、左側の壁に沿ってイオマ

ンテ道具と杯が置かれ、右側の壁付近は敷物置場にされている
以上は8）

。

【第5章．向　　き】

旭川地方の北海道アイヌ建築の向きは江戸時代には記録されず、近代

に佐々木長左衛門（前出）と北海道教育庁文化課が文献
4、8）

に記録している。

佐々木長左衛門は明治時代末期から大正時代（20世紀前期）に見学調査

を実施して住居の神窓（カムイプシプヤラ）を東側に向けることを記録

小林法道　旭川地方の北海道アイヌ建築
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図5．平面図〔1〕
（『補増　アイヌの話』佐々木長左衛門著、

佐々木豊栄堂、昭和6年）

図6．平面図〔2〕
（『河野広道ノート民俗誌篇』青柳信克篇、

北海道出版企画センター、昭和57年）
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している
4）

（図 5）。北海道教育庁文化課は昭和 56年にアイヌ人の石山長

次郎夫妻（前出）に聞き取り調査を実施して明治時代末期から昭和時代

初期（20世紀前期）の住居の神窓を上流に向けること及び石狩川の上流

は東側であることを記録している
8）

。

【第6章．平 面 形】

江戸時代の旭川地方の北海道アイヌ建築の平面形は村上島之丞（前出）

と松浦武四郎（前出）が文献
1～3）

に記録している。江戸時代後期（18世紀末

期）に村上島之丞は西蝦夷地（旭川地方は西蝦夷地に含まれる）で見学

調査を実施して姿図（外観図）を描いている
1、2）

（図 2、3）。この姿図によ

ると18世紀末期の西蝦夷地の北海道アイヌ建築の平面形は矩形の主屋の

側面に玄関が接続する平面形
1）

と矩形の主屋の妻面中央部に玄関が接続す
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る平面形
2）

である。江戸時代末期（19世紀中期）に松浦武四郎も西蝦夷地

で見学調査を実施して姿図を描いている
3）

（図 4）。この姿図によると 19

世紀中期の西蝦夷地の北海道アイヌ建築の平面形は矩形の主屋の妻面中

央部に矩形の玄関が接続する平面形
3）

である。

近代（20世紀前期）の旭川地方の北海道アイヌ建築の平面形は佐々木

長左衛門（前出）と河野広道（前出）と北海道教育庁文化課が文献
4、5、8）

に記

録している。佐々木長左衛門は明治時代末期から大正時代まで旭川地方

で見学調査を実施して北海道アイヌ建築の平面図を描いている
4）

（図 5）。

この平面図によると明治時代末期の旭川地方の北海道アイヌ建築の平面

形は矩形の主屋の妻面中央部に玄関が接続する平面形である
4）

。昭和 9年

（1934年）に河野広道は旭川市で熊送りの儀式の見学調査を実施して北

海道アイヌ建築の平面図を描いている
5）

（図 6）。この平面図によると昭

和初期の旭川地方の北海道アイヌ建築の平面形は矩形の主屋だけの平面

形である
5）

。昭和56年に北海道教育庁文化課は旭川市近郊の近文でアイヌ

人の石山長次郎夫妻（前出）に聞き取り調査を実施して平面図を描いて

いる
8）

（図 7）。この平面図によると明治時代末期から昭和時代初期の旭

川地方の北海道アイヌ建築の平面形は矩形の主屋の片側（西側）の妻面

に主屋と同じ梁行寸法の玄関（主屋と同じ幅の玄関）が接続している
8）

。

江戸時代後期（18世紀末期～19世紀中期）から昭和時代初期（昭和9

年）までの旭川地方の北海道アイヌ建築の平面形（5例、その中の 1例

は聴取記録）は4種類に分類できる。

1．側面接続型平面：矩形平面の主屋の側面に玄関が接続する平面

2．中心接続型平面：矩形平面の主屋の妻面の中央に玄関が接続する

平面

3．矩　形　平　面：矩形平面の主屋だけで構成されて突出玄関が接

続しない平面

小林法道　旭川地方の北海道アイヌ建築
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4．同 幅 型 平 面：矩形平面の主屋に主屋と同じ梁行寸法の玄関が

接続する平面

江戸時代の18世紀末期に村上島之丞が記録している平面形は側面接続

型平面と中心接続型平面で、19世紀中期に松浦武四郎記録している平面

形は中心接続型平面である（図 2～ 4）。佐々木長左衛門が記録している

明治時代末期から大正時代の平面形は中心接続型平面で、石山長次郎夫

妻が記憶している明治時代末期から昭和時代初期の平面形は同幅型平面

で、河野広道が記録している昭和 9年の平面形は矩形平面である（図 5

～7）。

【第7章．開口部の位置】

村上島之丞と松浦武四郎は江戸時代の旭川地方の北海道アイヌ建築の

開口部の位置を姿図（外観図）に描いている
1～3）

（図2～4）。村上島之丞が

描いている江戸時代後期（18世紀末期）の西蝦夷地の北海道アイヌ建築

の 2枚の姿図のなかの 1枚には主屋の側面の玄関の妻面に入口が描かれ

て、屋根の棟中央部に天窓（煙出窓）が描かれている
1）

（図2）。他の1枚

には主屋の妻面の玄関の妻面に入口が描かれて、主屋の寄棟屋根の玄関

側の斜面に煙出窓が描かれている
2）

（図3）。松浦武四郎が描いている江戸

時代末期（19世紀中期）の西蝦夷地の北海道アイヌ建築の姿図には主屋

の妻面に接続する玄関の妻面に入口が描かれて、主屋の寄棟屋根の玄関

側の斜面に煙出窓が描かれている
3）

（図4）。しかし、両者の描いている西蝦

夷地の北海道アイヌ建築の姿図には主屋の壁面に窓が描かれていない
1～3）

。

佐々木長左衛門と河野広道と北海道教育庁文化課は明治時代末期から

昭和時代初期（20世紀前期）の旭川地方の北海道アイヌ建築の開口部の

位置を記録している
4、5、8）

。佐々木長左衛門が記録している明治時代末期から

大正時代（20世紀前期）の旭川地方の北海道アイヌ建築には玄関の右側
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面に入口があり、神窓は東側（主屋の入口から見て奥妻面）にあり、採

光窓兼換気窓は南側（主屋の入口から見て右側面）にあり、屋根の妻面

頂上に破風のような煙出窓が作られる場合もある
4）

（図 5）。河野広道が

記録している昭和 9年の旭川地方の北海道アイヌ建築の平面図には奥妻

面に神窓が描かれている
5）

（図 6）。石山夫妻の記憶にもとづいて北海道

教育庁文化課が記録している明治時代末期から昭和時代初期（20世紀前

期）の旭川地方の北海道アイヌ建築の平面図には玄関の右側面に入口が

あり、奥妻面に神窓があり、入口から見て主屋の右側面に採光窓がある
8）

（図7）。

【第8章．床 形 式】

旭川地方の北海道アイヌ建築の床形式は江戸時代には記録されず、近

代（20世紀前期）に佐々木長左衛門が記録している
4）

。彼の記録によると

明治時代末期から大正時代（20世紀前期）の旭川地方の北海道アイヌ建

築の床は土間に葭製の莚を一重か二重に敷き詰める床または板敷の床で

あり、炉の周囲にはペッパウシ草（エゾスゲ）またはシキナ草（ガマ）

製の莚あるいはチタラペを敷く
4）

。したがって、明治時代末期から大正時

代（20世紀前期）の旭川地方の北海道アイヌ建築の床は土間に莚を敷く

床または板敷の床である。

【第9章．造　　作】

旭川地方の北海道アイヌ建築の造作は江戸時代には記録されず、近代

（20世紀前期）に佐々木長左衛門と河野広道と北海道教育庁文化課が記

録している
4、5、8）

（図5～7）。

佐々木長左衛門の記録
4）

によると明治時代末期から大正時代の旭川地方

小林法道　旭川地方の北海道アイヌ建築
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の北海道アイヌ建築の主屋の中央部に炉が設置され、主屋の奥妻面の神

窓の前に祭壇が設けられ、入口から見て主屋の左側面の奥に鍵形の宝壇

が設けられ、宝壇の入口側に壁に沿って夫婦の寝床が設けられ、入口か

ら見て主屋の右側面の壁に沿って家族の寝床が設けられる（図5）。河野

広道の記録
5）

によると昭和 9年の旭川地方の北海道アイヌ建築の主屋の神

窓の反対側の妻面の近くに炉が設置される（図6）。石山夫妻（前出）の

記憶にもとづいて北海道教育庁文化課が記録している明治時代末期から

昭和時代初期の旭川地方の北海道アイヌ建築の平面図
8）

には主屋の中央部

に炉が設置され、入口から見て主屋の左前側の隅に寝床が設けられる

（図7）。

【第10章．骨　　組】

旭川地方の北海道アイヌ建築の骨組は江戸時代には記録されず、近代

（20世紀前期）に鷹部屋福平（前出）が記録している
6、7）

。昭和 13年の鷹部

屋福平の川村某女からの聞き取り調査記録
6）

によると明治 30年頃（19世

紀末期）の旭川地方の北海道アイヌ建築はケツンニ構造の小屋組である。

しかし、昭和 13年の鷹部屋福平の見学調査記録
7）

によると旭川地方の主

要なアイヌ集落である近文アイヌ集落の北海道アイヌ建築は「変態のケ

ツンニ構造の小屋組」が用いられている。

【第11章．被覆材料】

旭川地方の北海道アイヌ建築の骨組は江戸時代に村上島之丞と松浦武

四郎が記録
1～3）

し、近代（20世紀前期）に鷹部屋福平と北海道教育庁文化課

が記録している
6、8）

。

江戸時代後期（18世紀末期）の村上島之丞の見学調査記録
1、2）

と江戸時代
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末期（19世紀中期）の松浦武四郎の見学調査記録
3）

によると西蝦夷地の北

海道アイヌ建築は笹葺住居である（図2～4）。

昭和 13年の鷹部屋福平の川村某女からの聞き取り調査記録
6）

によると

明治30年頃（19世紀末期）の旭川地方の北海道アイヌ建築は笹葺住居で

ある。さらに、昭和 13年の鷹部屋福平の見学調査記録
6）

によると近文ア

イヌ集落の北海道アイヌ建築も笹葺住居である。

北海道教育庁文化課の石山夫妻（前出）からの聴取記録
8）

によると旭川

地方の北海道アイヌ建築は笹葺住居（ウラシチセ）と草葺住居（ムンチ

セ）であるが、彼らが子供の頃（明治時代末期から大正時代）の旭川地

方の近文では板製の和風住居（和人式のイタチセ）であり、樹皮葺住居

もある。

【第12章．材　　料】

旭川地方の北海道アイヌ建築の材料（被覆材料を除く）は江戸時代に

は記録されず、近代（20世紀前期）に鷹部屋福平と北海道教育庁文化課

が記録している
6、8）

。

昭和 13年の鷹部屋福平の川村某女からの聞き取り調査記録
6）

によると

明治30年頃（19世紀末期）の旭川地方の北海道アイヌ建築の木材は葡萄

蔓で結束されている。北海道教育庁文化課の石山夫妻（前出）からの聴

取記録
8）

によると明治時代末期から昭和時代初期の旭川地方の北海道アイ

ヌ建築の枠木（行桁と梁で構成される矩形の枠のことであろう）はコム

ニ（ナラ）の皮をむいた木である。

【第13章．旭川地方の北海道アイヌ建築の編纂】

旭川地方の北海道アイヌ建築を編纂して示す。

小林法道　旭川地方の北海道アイヌ建築

14

よこ組み...  99.3.26 2:25 PM  ページ 14



1．明治時代末期から大正時代（20世紀前期）の旭川地方の北海道アイ

ヌ建築は神窓を東側（石狩川の上流）に向けて配置されている。

2．旭川地方の北海道アイヌ建築の平面形を編纂して示す。

�江戸時代後期（18世紀末期）：側面接続型平面と中心接続型平面

�江戸時代末期（19世紀中期）：中心接続型平面

�明治時代末期から大正時代（20世紀前期）：中心接続型平面

�昭和9年：矩形平面である。

�明治時代末期から昭和時代初期（20世紀前期）：同幅型平面（ア

イヌ人の老夫婦の記憶）

3．旭川地方の北海道アイヌ建築の入口の位置を編纂して示す。

�江戸時代後期（18世紀末期）

①主屋の側面に接続する玄関の妻面

②主屋の妻面に接続する玄関の妻面

�江戸時代末期（19世紀中期）：主屋の妻面に接続する玄関の妻面

�明治時代末期から大正時代（20世紀前期）：主屋の妻面に接続す

る玄関の側面

�明治時代末期から昭和時代初期（20世紀前期）：主屋の妻面に接

続する玄関の側面

4．旭川地方の北海道アイヌ建築の神窓（カムイプヤラ）の位置を編纂

して示す。

�明治時代末期から大正時代（20世紀前期）：主屋の東側（主屋の

入口から見て奥妻面）

�明治時代末期から昭和時代初期（20世紀前期）：主屋の奥妻面

（アイヌ人の老夫婦の記憶）

�昭和9年：主屋の奥妻面

5．旭川地方の北海道アイヌ建築の採光窓の位置を編纂して示す。

�明治時代末期から大正時代（20世紀前期）：南側（主屋の入口か
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ら見て右側面）

�明治時代末期から昭和時代初期（20世紀前期）：主屋の右側面

（アイヌ人の老夫婦の記憶）

6．旭川地方の北海道アイヌ建築の煙出窓の位置を編纂して示す。

�江戸時代後期（18世紀末期）

①主屋の寄棟屋根の棟中央部（天窓）

②主屋の寄棟屋根の玄関側の斜面

�江戸時代末期（19世紀中期）：主屋の寄棟屋根の玄関側の斜面

�明治時代末期から大正時代（20世紀前期）：屋根の妻面頂上

7．明治時代末期から大正時代（20世紀前期）の旭川地方の北海道アイ

ヌ建築の床は土間に莚を敷き詰める床または板敷の床である。

8．旭川地方の北海道アイヌ建築の炉の位置を編纂して示す。

�明治時代末期から大正時代（20世紀前期）：主屋の中央部

�明治時代末期から昭和時代初期（20世紀前期）：主屋の中央部

�昭和9年：神窓の反対側の妻面の近く

9．明治時代末期から大正時代（20世紀前期）の旭川地方の北海道アイ

ヌ建築には主屋の奥妻面の神窓の前に祭壇があり、主屋の左側面の奥

に鍵形の宝壇がある。

10．旭川地方の北海道アイヌ建築の寝床の位置を示す。

�明治時代末期から大正時代（20世紀前期）

①宝壇の入口側に壁に沿って夫婦の寝床（主屋の左側）

②主屋の右側面の壁に沿って家族の寝床

�明治時代末期から昭和時代初期（20世紀前期）

主屋の左前側の隅に寝床（アイヌ人の老夫婦の記憶）

11．明治30年頃（19世紀末期）の旭川地方の北海道アイヌ建築はケツン

ニ構造の小屋組である（アイヌ人の老人の証言）が、昭和 13年の旭川

地方の主要なアイヌ集落である近文アイヌ集落の北海道アイヌ建築は

小林法道　旭川地方の北海道アイヌ建築
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「変態のケツンニ構造」の小屋組である。

12．旭川地方の北海道アイヌ建築の被覆材料を編纂して示す。

�江戸時代後期（18世紀末期）：笹

�江戸時代末期（19世紀中期）：笹

�明治30年頃（19世紀末期）：笹（アイヌ人の老人の証言）

�昭和13年（20世紀前期）：笹

�明治時代末期から大正時代（20世紀前期）：樹皮（アイヌ人の老

夫婦の子供時代）

�古い時代（時期は不明）

①笹葺住居（ウラシチセ）

②草葺住居（ムンチセ）（①②ともアイヌ人の老夫婦の証言）

13．旭川地方の北海道アイヌ建築の材料を編纂して示す。

�明治30年頃（19世紀末期）：木材は葡萄蔓で結束されている。

�明治時代末期から昭和時代初期（20世紀前期）

・枠木（行桁と梁で構成される矩形の枠のことであろう）はコ

ムニ（ナラ）の皮をむいた木である。

【第14章．結　　語】

1．明治時代末期から大正時代（20世紀前期）の旭川地方の北海道アイ

ヌ建築は神窓を東側（石狩川の上流）に向けて配置されている。旭川

地方では石狩川は最も主要な河川であるから江戸時代から旭川地方の

北海道アイヌ建築は神窓を東側（石狩川の上流）に向けて配置されて

いた可能性が高い。

2．旭川地方の北海道アイヌ建築の平面形として江戸時代（18世紀末期

～19世紀中期）には側面接続型平面と中心接続型平面が記録され、明

治時代末期から昭和時代初期（20世紀前期）には中心接続型平面の他
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に矩形平面と同幅型平面も記録されている。江戸時代後期（18世紀末

期）から大正時代（20世紀前期）まで中心接続型平面は継承されてい

る。しかし、側面接続型平面は継承されず、明治時代末期（20世紀初

期）以降に矩形平面や同幅型平面などの他の平面形が出現した可能性

が高い。

3．旭川地方の北海道アイヌ建築の入口の位置は江戸時代（18世紀末期

～19世紀中期）には主屋の側面に接続する玄関の妻面または主屋の妻

面に接続する玄関の妻面に設置されているが、明治時代末期から昭和

時代初期（20世紀前期）には主屋の妻面に接続する玄関の側面に設置

されている。江戸時代（18世紀末期～19世紀中期）には入口は玄関の

妻面に設置されているが、明治時代末期から昭和時代初期（20世紀前

期）には玄関の側面に設置されている。

4．明治時代末期から昭和時代初期（20世紀前期）の旭川地方の北海道

アイヌ建築の神窓（カムイプヤラ）は主屋の奥妻面に設置されている。

北海道アイヌ建築は信仰と深く結びついた建築であり他の地域では江

戸時代から神窓は主屋の奥妻面に設置されているので、旭川地方でも

江戸時代から神窓は主屋の奥妻面に設置されている可能性が高い。

5．明治時代末期から昭和時代初期（20世紀前期）の旭川地方の北海道

アイヌ建築の採光窓は主屋の入口から見て右側面に設置される。

6．江戸時代（18世紀末期～ 19世紀中期）の旭川地方の北海道アイヌ建

築の煙出窓は主屋の寄棟屋根の棟中央部（天窓）または主屋の寄棟屋

根の玄関側の斜面に設置され、明治時代末期から大正時代（20世紀前

期）には屋根の妻面頂上に設置されている。

7．明治時代末期から大正時代（20世紀前期）の旭川地方の北海道アイ

ヌ建築の床は土間に莚を敷き詰める伝統的な床と和風住居の影響を受

けた板敷の床である。

8．明治時代末期から昭和時代初期（20世紀前期）の旭川地方の北海道

小林法道　旭川地方の北海道アイヌ建築
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アイヌ建築の炉は主屋の中央部または神窓の反対側の妻面の近くに設

置される。

9．明治時代末期から大正時代（20世紀前期）の旭川地方の北海道アイ

ヌ建築には主屋の奥妻面の神窓の前に祭壇があり、主屋の左側面の奥

に鍵形の宝壇がある。奥妻面の神窓の前にある祭壇は珍しい。

10．明治時代末期から昭和時代初期（20世紀前期）の旭川地方の北海道

アイヌ建築の夫婦の寝床は主屋の左側の壁に沿って設置されて、家族

の寝床が主屋の右側面の壁に沿って設置される場合もある。

11．明治30年頃（19世紀末期）の旭川地方の北海道アイヌ建築はケツン

ニ構造の小屋組であるが、昭和時代初期には変態のケツンニ構造の小

屋組に変化している。

12．江戸時代後期（18世紀末期）から昭和時代初期（20世紀前期）の旭

川地方の北海道アイヌ建築は笹葺住居であり、古い時代には（時期は

不明）草葺住居もあるが、明治時代末期から大正時代（20世紀前期）

には樹皮葺住居もある。近代になって樹皮葺住居が出現した可能性は

極めて低いので江戸時代には笹葺住居と樹皮葺住居と草葺住居が存在

していたのであろう。

江戸時代後期（18世紀末期）から昭和時代初期（20世紀前期）まで

旭川地方の北海道アイヌ建築の神窓の位置と神窓の位置が決定する建

築の向きはおそらく変化していない。平面形と煙出窓の位置は明治時

代以降も変化していないものと明治時代以降に変化したものがある。

屋根の被覆材料は 1種類（笹）だけが継続されている。明治時代に入

口の位置と骨組は変化している。 （完）

【文　　献】

1．村上島之丞：蝦夷島奇観、東京国立博物館所蔵（1799年）

2．村上島之丞：蝦夷産業図説、市立函館図書館所蔵（1799年）
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3．松浦武四郎：蝦夷家財図説、市立函館図書館所蔵（19世紀中期）

4．佐々木長左衛門：捕増　アイヌの話（1931年）、P39～43

5．青柳信克：河野広道ノート民族誌篇、北海道出版企画センター（1982年）、P74

6．鷹部屋福平：アイヌ屋根の研究と其構造原基軆に就いて、北海道大学北方文化研

究報告第1巻（P107～161）、北海道大学北方文化研究室（1939年）、P141～142

7．鷹部屋福平：アイヌ住居の研究─アイヌ家屋の地方的特性─、北海道大学北方文

化研究報告第 3巻（P209～ 265）、北海道大学北方文化研究室（1940年）、P243、

244

8．北海道教育庁文化課：アイヌ民俗文化財調査報告書Ⅰ、北海道教育庁文化課

（1982年）、P85～87
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本論は旭川市博物館、アイヌ文化の森「伝承のコタン」、川村カネトアイヌ記念館、

美深町教育委員会、北海道大学附属図書館北方資料室、北海道大学文学部の麓慎一

様の協力により完成いたしました。論文が終了するにあたり以上の皆様に深く感謝

いたします。
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保育園給食からの脂肪酸摂取状況

井下由美子・藤島利夫・樋口攝子・吉田玲子

緒　　言

日本人の食生活状況をみると、炭水化物の摂取が減少傾向にあるなか

で、高いエネルギーレベルが高い脂質摂取量によって維持されている。

また、食事脂質との関連の深い動脈硬化性疾患の罹患年齢は若年化の傾

向にあるといわれている 1）。

個々の原材料の脂肪酸組成より食事の脂肪酸組成を算出することがで

きるが、調理過程の種々の方法等によって実際の食事における脂質摂取

量や脂肪酸組成は異なることが考えられる。

そこで、今回保育園児の食事の実態を調べる手がかりとして、園児が

保育園において昼食およびおやつから摂取している脂質の総量および質

を知りたいと考え、直接分析により脂質含量および脂肪酸組成を測定し

たので報告する。

方　　法

1．試　　料

苫小牧市内の保育園における3～5歳児1人分の昼食およびおやつを実

験材料に用い、9日間について調べた。1人分の昼食およびおやつの内容

は表1に示した。

駒澤大学苫小牧短期大学紀要　第31号
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2．脂肪酸の分析

各試料はフードカッターおよびホモブレンダーで処理した後、試料の

一部をとりFolchらの方法 2）にしたがって、アセトンおよびクロロホル

ム：メタノール混液（2：1）で全脂質を抽出した。全脂質10mgをテフロ

ンキャップ付き試験管にとり、メタノール性 5％塩酸を加えて105℃で3

時間ドライブロックバスで加水分解してメチルエステルを調製した。脂

肪酸メチルエステルはヘキサンで抽出し、ガスクロマトグラフィー

（GLC）により分析した。脂肪酸の同定は、標準脂肪酸の保持時間との

比較によって行った。GLC分析条件は、GLC装置：日立製 163型（水素

炎イオン化検出器）、カラム：ガラスカラム0.3×200cm、充填剤：10％

DEGS、カラム温度： 180℃、キャリアガスはN2ガス、流量は 40ml／min.

で行った 3）。ピーク面積の定量は日立データ処理装置（D-2500型）で行

った。

結果と考察

1．脂質および脂肪酸組成

表 2に献立から算出した脂質量と直接分析結果の脂質量および脂肪酸

組成を示した。脂質量は直接分析と献立からの計算値とでは献立による

差が見られるが、これは調理方法の違いによるものと思われる。

昼食およびおやつ 1食あたりの脂質含量はNo.3が最も高く（26g）、

No.4が最も低く（8.3g）、最高値と最低値の差は 17.7gであった。油脂の

使用量は勿論であるが、揚げ物や炒め物など食材への吸油率が多い調理

方法の場合は脂質量が多く、油脂を用いても吸油率が少ない調理方法の

場合は脂質量が少なかった。

また 100g当たりの脂質量はNo.3が 5.0gと最も高く、No.4が 1.3gと最

も少ないなど日によって差異がみられた。

脂肪酸組成においては、全体的にパルミチン酸（C16：0）、オレイン酸

井下由美子・藤島利夫・樋口攝子・吉田玲子　保育園給食からの脂肪酸摂取状況
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（C18：1）およびリノール酸（C18：2）の割合が高かった。

主菜についてみると No.1と No.5が揚げ物、No.6と No.9が揚げ煮、

No.2は炒め物であるため、揚げ種や炒め物への吸油率が高く、これらの

調理に使用した調合サラダ油の脂肪酸組成を反映した値になっていた。

No.1、No.3、No.4およびNo.8においては、バターで炒めているため、

バターの脂肪酸組成を反映してパルミチン酸（C16：0）やオレイン酸

（C18：1）の割合が高くなっていた。

また、No.8は主菜が鮭のムニエルであることから、多価不飽和脂肪酸

のイコサペンタエン酸（C20：5，0.2％）とドコサヘキサエン酸（C22：6，

0.2％）が僅かではあるが存在していた。

健康維持と予防の観点から、飽和脂肪酸： 1価不飽和脂肪酸：多価不

飽和脂肪酸のバランスは、1：1.5：1が望ましいといわれている。本調査

では飽和脂肪酸 28. 2～ 59. 2％（平均 41％）、1価不飽和脂肪酸 32. 1～

48.7％（平均41％）、多価不飽和脂肪酸の割合が7.8～28％（平均17％）

であった。献立内容によって飽和脂肪酸と多価不飽和脂肪酸の含量が大

きく変動していたが、1価不飽和脂肪酸では飽和や多価に比べると大き

な変動が見られない。また多価不飽和脂肪酸：飽和脂肪酸（P／S比）は、

No.8が最小値（0.13）、No.6が最高値（0.99）を示し、全般に材料よりも

調理に使用した油脂の種類や使用量による影響が大きいように見うけら

れた。今回の試料におけるP／S比だけをみると多価不飽和脂肪酸の割合

がやや少ないように見うけられる。

ま と め

直接分析した昼食とおやつの脂質含量は、8.3g～26gであった。

主要な脂肪酸はパルミチン酸（19.3～ 31.3％）、オレイン酸（27.5～

46.5％）およびリノール酸（7.5～ 24.2％）、P／S比は 0.99～ 0.13であっ

た。

駒澤大学苫小牧短期大学紀要　第31号
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飽和脂肪酸、1価不飽和脂肪酸および多価不飽和脂肪酸の割合は、お

よそ41％、41％および17％で、P／S比は平均して0.46であった。

本実験の試料提供に便宜をはかっていただきました苫小牧市立いとい

北保育園に感謝申しあげます。
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ご　飯�
味噌汁（じゃが芋・ワカメ）�
南瓜コロッケ※1※3�
アスパラソテー�
プラム�
牛　乳�
プリッツ�
�
�
カレーピラフ※3�
スープ�
フルーツポンチ�
�
パインジュース�
ポップコーン�
ヨーグルトチーズケーキ�
�
クロワッサン�
スープ�
ポークビーンズ�
さくらんぼ�
�
牛　乳�
バナナ�

注：主菜の調理法、※1：揚、※2：炒、※3：バターを比較的多く（3g以上）使用している献立�

ご　飯�
ワカメスープ�
チンジャオロースー※2�
ミニトマト�
メロン�
牛　乳�
バナナ�
�
�
ご　飯�
味噌汁（じゃが芋・三つ葉）�
天ぷら※1�
西　瓜�
牛　乳�
スルメ�
クッキー�
�
ご　飯�
味噌汁（じゃが芋・長葱）�
鮭のムニエル�
人参グラッセ�
ぶどう�
牛　乳�
ヨーグルトクッキー※3

ジャムサンド�
豆腐とコーンのクリームスープ※3�
鶏ささ身と野菜のゴマ酢和え�
西　瓜�
�
牛　乳�
クッキー�
チーズスティック�
�
海苔佃煮ご飯�
中華スープ�
豆腐団子の酢豚風※1�
バナナ�
オレンジジュース�
せんべい�
�
�
ご　飯�
味噌汁（大根・えのき茸）�
マグロのトマト煮※1 �
マカロニソテー�
ぶどう�
牛　乳�
人参蒸しパン�

1No．�

昼
　
食�

お
や
つ�

2 3

4 5 6

7

No．�

No．� 8 9

昼
　
食�
お
や
つ�

昼
　
食�

お
や
つ�

表1 保育園昼食およびおやつの内容
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）�

15.8�
17.3�
3.75�
2.1�
6.9�
0.9�
0.7�
22.4�
1.8�
0.5�
8.7�
34.2�
16.0�
4.0�
�

0.2�
�
�
tr�
�

0.2�
41.3�
37.0�
20.0�
0.48

18.6�
20.1�
3.23�
3.0�
10.7�
1.3�
1.1�
31.3�
3.3�
0.7�
12.2�
27.5�
7.5�
0.3�
0.2�
0.2�
�
�

0.1�
0.3�
0.2�
59.2�
32.1�
7.8�
0.13

21.4�
24.5�
4.29�
1.4�
5.9�
0.5�
0.5�
23.8�
3.8�
0.7�
9.8�
36.7�
9.0�
4.2�
1.5�
0.3�
�

0.1�
�
�
�

43.7�
41.0�
13.2�
0.30

16.9�
15.5�
2.89�
0.2�
1.0�
�

0.1�
19.9�
1.0�
�

7.1�
42.6�
24.2�
3.8�
�

0.1�
�
�
�
�
�

28.2�
43.6�
28.0�
0.99

21.0�
23.9�
3.53�
1.7�
4.0�
0.3�
0.3�
20.0�
1.4�
0.2�
8.2�
38.8�
18.7�
4.9�
�

0.1�
�

0.1�
�
�
�

34.4�
40.5�
23.7�
0.69

8.3�
7.6�
1.34�
4.0�
5.0�
0.5�
0.4�
19.3�
1.7�
0.4�
7.7�
46.5�
12.1�
1.1�
0.1�
0.1�
�
�
�

0.1�
�

36.8�
48.7�
13.2�
0.36

26.0�
24.4�
5.02�
1.4�
4.8�
0.7�
0.5�
24.4�
1.2�
0.2�
9.5�
39.7�
14.5�
1.4�
0.1�
tr�
�
�
�

0.1�
�

40.9�
41.6�
15.9�
0.39

9.2�
11.1�
1.48�
1.6�
6.5�
0.5�
0.5�
24.2�
2.4�
0.4�
8.8�
35.3�
16.0�
2.5�
�
�

0.1�
�
�

0.1�
�

42.0�
38.2�
18.5�
0.44

19.7�
21.8�
3.35�
2.1�
6.2�
0.8�
0.6�
21.8�
2.5�
0.5�
8.8�
39.5�
13.1�
2.2�
�

0.1�
�
�
�
�
�

40.0�
42.8�
15.3�
0.38

直接分析による脂質含量 （g）�
献立から計算した脂質含量 （g）�
100g当たりの脂質含量 （g）�
ラウリン酸 （C12：0）�
ミリスチン酸 （C14：0）�
ミリストレイン酸 （C14：1）�
ペンタデカン酸 （C15：0）�
パルミチン酸 （C16：0）�
パルミトレ酸 （C16：1）�
ヘプタデカン酸 （C17：0）�
ステアリン酸 （C18：0）�
オレイン酸 （C18：1）�
リノール酸 （C18：2）�
リノレン酸 （C18：3）�
アラキジン酸 （C20：0）�
イコセン酸 （C20：1）�
イコサジエン酸 （C20：2）�
アラキドン酸 （C20：4）�
イコサペンタエン酸 （C20：5）�
ドコセン酸 （C22：1）�
ドコサヘキサエン酸 （C22：6）�
飽和脂肪酸 （S）�
1価不飽和脂肪酸 （M）�
多価不飽和脂肪酸 （P）�
P／S比�

987654321No.

表2 保育園の昼食およびおやつの脂質含量と脂肪酸組成
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